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「形態素J の 記述 について

【
国
語
学
と
構
造
言
語
学】

「
形

態

素」

の

記

述

に

て〉

し〉

て

||
構
造
言
語
学
を
日
本
語
に
実
践
す
る
方
法
を
中
心
と
し
て

||

序

論

ア
メ
リ
カの
構
造
言
語
学に
お
け
る
「
形
態
素」
の
規
定の
仕

方
||ブル
ー

今
ィ
ール
ドの

方
法を
中
心と
し
て
ーー

プル
l

今
ィ
lル
ト

の
分
析
法の
特
徴と 、
その
日
本
語へ

の
応
用

プロ
ッ
クの
日
本
語
研
究と
その
批
判

む
す
び

第一
章
序

論

こ
こ
に
掲
げた
標
題は 、
編
集
部か
ら
求め
ら
れ
た
ま
まの
もの
で
あ

る 。
つ
ま
り 、

私の
つ
け
た
題で
は
ない
の
で 、
編
集
部の
目
的と
する
所

と
私の
こ
れか
ら
書こ
うと

す
る
意
図と
の
間に
は 、
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違い

が
出て
く
る
か
も
知
れ
ない 。
従っ
て 、
右の
題
目の
意
味
を 、
私が
どの

よ
うに

理
解し
てい
る
か
と
い
うこ
と
を 、
ま
ず
最
初に
明
らか
に
し
て 、

私の
立
場をはっ
き
り
さ
せ
て
お
きたい
と
思
う 。

日

野

純

資

一 、
「
形
態
素」
と
い
う

術
語の
概
念につ
い
て
は
次
章で
規
定
する 。

二 、
「
構
造
言
語
学」
と
は
又
Enzg
ご白
血2
5
5
の
訳
語で
あっ
て 、

今
世
紀の
は
じ
め
ご
ろか
らア
メ
リ
カで
発
達し
て
きた
学
問で
ある 。

ホ
イア
トニ
ー

(
gE25
U
3mz
gEHロ
ミ)
に
発し 、
サピ
ア

(開ιdq
Rι
ω
右可)増
ブル
ー

今
ィ
ール
ド(
ZD
EE
巴
ooS
FE)
な

ど
が
その
中
心と
なっ
た
学
者で 、
言
語の
意
味よ
り
も
形
態の
面
を
重

視し 、
こ
れ
を
機
械主
義
的
手
順
(ヨ2
Zロ
互いn
yR
E
E巾)
で
分
析

し
記
述し
よ
うと

する 。
こ
れは
ド
イ
ツ
のパ
ウル
(ERg
gロ
EE})

やス
イス
の
ソ
シュ
lル

(司官会
Eロι
母
ω
28
RO)
などの
精
神
主

義
的
手
順(S
ES--zt
yona
氏。)
と
対
立
する
方
法で
ある 。

三 、
明
治
以
後の
国
語
学は 、
主と
し
て
ヨ
ーロ
ッ

パ
言
語
学の
影
響
下に

発
達し
て
きた
の
で 、
ョ
lロツ

川
言
語
学の
主た
る
課
題で
あっ
た
比

較
言
語
学
的
方
法
や
史
的
言
語
学の
方
法が
お
もに
論
議さ
れ
て
き
た

が 、
太
平
洋
戦
争以
後は
ア
メ
リ
カの
構
造
言
語
学の
影
響
も
受けてい

る 。
た
だ 、
その
方
法を
具
体
的に
日
本
語に
応
用し
た
場
合に 、
ど
う

い
う

成
果が
現わ
れ
る
か
とい
う

点につ
い
て
は 、
ま
だ
必
ずし
も
十
分
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に
は
検
討
さ
れ
て
い
な
い
(
音
素
論
の
面
で
は
か
な
り
応
用
さ
れ
て
い
て

方
言
の
音
韻
体
系
の
記
述
に
も
活
用
さ
れ
つ
つ
あ
る
が){注1}。
そ
こ
で

そ
の
方
法
の
具
体
的
実
践
と
し
て
こ
の
論
文
集
を
あ
て
る。
そ
し
て
そ
の

言
語
学
の一
部
で
あ
る
形
態
論
上
の
問
題
(
形
態
素
の
記
述)
の
実
践
が

こ
こ
で
要
求
さ
れ
て
い
る 。

四、
従
来
構
造
言
語
学
を
日
本
語
に
応
用
し
た
成
果
と
し
て
は、
プ
ロ
ッ
ク

(∞2
EE
∞-sr)
の

ω
伊
豆町
三口
のo-一
2
5-
V唱
22巾
H
E
p
a
s-
QDE
自己
D『

〉B2-gロ
O円F
EZ-
ωszq
g.
HU品目)

ω
ω宮会冊目
百
のo一
5z
E
T
宮
58
ロ-∞可ロSH・(
Fロ間口担問。NN・

H由品目)
ω

ωE
5
5
のD--
2巳白
こ曲
宮ロ
g
E-
FHZ
Eoロロ
コロ22
E

当日除-
G
SH
E-
o『
〉gmユn
g
oz
g
E
ωon-
3
8u
H
宏司)

削
ωHcι
5
5
のo-
U』巳白
こ白
宮
包括同〈・

26ロ
gM
5・
(円、
g間口国間命

N白"
H由印O)

の
よ
う
な
諸
論
文
が
あ
り、
ま
た

服
部
四
郎
博
士
「
附
属
語
と
附
属
形
式」
(「
言
語
研
究
日」
一
九
五
O、

「
言
語
学
の
方
法」
一
九
六
O)

に
も、
そ
の
よ
う
な
観
点
が
見
ら
れ
る
が、
そ
れ
ら
の
主
な
も
の
に
つ
い

て
は
四
章
以
下
で
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し、
二
章、
三
章
で
は
も
っ
ぱ
ら

プ
ル
ー

今
ィ
ー
ル
ド
の
方
法
を
解
説、
応
用
し
て
み
た
い
と
思
う
え.フ

ロ
ッ
ク
の
日
本
語
の
記
述
は、
の
ち
に
述
べ
る
よ
う
に、
か
な
り
批
判
の

余
地
が
あ
る。)

第二
章
ア
メ
リ
カ
の
徳
造
言
語
学
に
お
け
る

「
形
態
素」
b
規
定
の
仕
方

ーlプル
ー
今ィ
ール
ドの
方法を中心として
11

42 

国
語
学
で
「
形
態
素」
と
い
え
ば、
「
意
味
を
有
す
る
最
小
の
言
語
単
位」

と
い
う
ふ
う
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い。
た
と
え
ば
「
国
語
学
辞
典」(
昭

初、
東
京
堂)
の
「
形
態
素」
の
部
に
は、

意
味
を
有
す
る
最
小
の
言
語
単
位。
音
韻
と
意
味
が
比
較
的
に一
定
で、

他
の
形
式
と
全体
と
し
て
区
別
さ
れ
る
(
下
略)。

の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る。

宅ルヲz'ム

と
こ
ろ
が
ア
メ
リ
カ
の
構
造
言
語
学
で
は、
「
形
態
素」
(
50
弓r冊
目巾)

は、
も
っ
と
音
声
的
事
笑
を
考
慮
に
入
れ
て、
ヨ
リ
厳
密
に
規
定
さ
れ
て
い

る。
た
と
え
ば
ア
メ
リ
カ
言
語
学
の
バ
イ
ブ
ル
と
も
目
さ
れ
て
い
る
プ
ル
ー

今ィ
ール
ドの
ヲ言
語』(戸
吉岡
g間P
5
8uア
メ
リカ
版。
H
B
Tイ

ギ
リ
ス
版。
以
下
ア
メ
リ
カ
版
に
も
と
づ
く
韮2}。)
で
は、
自O
Gro
B巾

と
い
う
概
念
を
得
る
ま
で
に、
次
の
よ
う
な
数
次
に
わ
た
る
手
続
き
が
取
ら

れ
て
い
る。

一、
「
示
差
的
音
声
特
徴
の
最
小
単
位」(同
E
E
gc
g
gx
o『
品目
注目nz
s

8ロロι・『825)
と
し
て、
ま
ず
「
音
素」
er
8050)
を
規
定す

る。
た
と
え
ば
英
語
の
司
吉
と
い
う
単
語
韮3}
を、
『5・
凹
rt
zロ
な

ど
の
単
語
と
比
べ
る
と、
P
の
部
分
が
示
差
的
で
あ
る、
即
ち
他
と
の

差
別
を
示
す
も
の
で
あ
り、
唱日ロ
を
唱。
P
唱曲目・
司ロロ
な
ど
と
比
べ
る

と、
ー
の
部
分
が
示
差
的
で
あ
る。
さ
ら
に
MM
E
を
な向"
MM巳「
立同

な
ど
と
比
べ
る
と、
n
の
部
分
が一不
差
的
で
あ
る。
こ
の
よ
う
に
し



「形態素」 の記述について

て 、
注目
は 、
p 、
i 、
n
とい
う三つ
の
「
示差
的音
声
特
徴」
に

分
析さ
れ 、
しか
もこ
の
三つ
は 、
それ
ぞれ
「
示
差的
音
声
特徴」

と
し
て
最
小の
もの
で
ある 。
こ
れが
即ち
「
音
素」(フォ
ネlム)

で
ある 。
(
第五
章
音
禁
句roロ団自刊
百ペ
ージ)

二 、
あ
る
言語に
おい
て
現わ
れる
所の 、
発
音し
うる

任
意の
音素
結
合

を
「
音声
形
式」
(
写
S
E口町0
2ロ)
と
する 。

た
とえ
ば
英
語で
は
門自ロロ〕
とい
う結

合は
発
音し
得ない
(ロロ・

唱gロOロロngrr)
か
ら
「
音
声
形
式」
で
は
ない 。
〔ヨ
g]
ならば

発
音し
うる
(唱同OロOロロngZ叩)
か
ら
「音声
形
式」
で
ある 。

(
第八
章
音
声的
構
造
20
5w
ω
Enzs
四ペ

ージ 。)

三 、
意
味を
有する
「
音
声
形
式」
宏
事DR巴口
町OHB
司Znr
Z由
白

58ロ吉岡)
を
「一言語
形
式」(一吉岡E
EK『DHB)
と
する 。

従っ
て
英
語の
82
28(
文) 、
司}回gg(
句) 、
唱。丘
(
単語)

な
どは
い
ずれ
も「
言語
形
式」だが 、
同
時に 、
ζo
E
a
の門目。ロ]

{注
と
の
よ
う
な 、
「意
味の
ある
音
節」
も
「一言
語
形
式」
で
ある 。

(同
四
ペ
ージ 。)

四 、
ω他の
何等か
の
「
言
語
形
式」
と 、
部
分的
な
音
声"
意味
的
類似

の
ある
「一言
語
形
式」
を
「
合
成形
式」(
g目立
自
守
口出)
と
し 、
他

のい
か
なる「
言語
形
式」
と
も 、
部
分
的な音
声u
意
味的
類
似の
な

い
「
言語
形
式」
を「
単
純形
式」(曲目S10同OHS)
ま
たは
「形
態

素」(BDG
ZBO)
と
する 。
「
合
成
形
式」
は
すべ
て
「形
態
素」

に
分
析され
うる 。

たと
えば
も
ミ吉田一-
rznrg口可
の
よ
うな

「
言語
形
式」
は 、

そ
れ
ぞ
れ
立回ア
ムロ
F
vgnF
Z『
々
など
の「言語
形
式」
と
部分

的な
音
声"意味
的
類
似が
あるか
ら
「
合成
形
式」
で
あり 、
司]
3・

ムロ同・
ZRF
Z口司、
広三一』07ロ
ミ
の
中の
4
などは
他の「一言

語
形式」
との
部
分
的な
音声"意
味的
類
似が
ない
か
らそ
れ
ぞれ

「
形
態
素」で
ある 。
(第十
意
文
法
的
形
式
。gヨヨ丘町弘
司OHヨω

m・
出ぺ

1ジ 。)

ω
なお「言
語
形
式」の
うちで
単独では
発せ
ら
れ
ない
もの
を
「
付

属形
式」
(ゲcc
E同25) 、
その
他の
すべ
て
を
「自
由
形
式」(P2

『0
2d)
と
する 。
「
最
小の
自由形
式」
(釦
ヨZFヨE5
ps
r吋ヨ)

が
「
単語」
(唱2L)
で
ある 。

た
とえ
ば
右
の
例
で 、
l-口問・

4
はと
もに
「付
属形
式」
で 、

1
3u
Mug-ロ伊
豆曲口F
Z口予
rgnrgqn
r
z-Hor
su『
は
い

ず
れ
も「自
由形
式」
(この
場
合 、
同
時に「
単語」)
で
ある 。
(同)

五 、
以
上の
うち

っ
て
音声
形
式」
の
分析まで
が
唱7
80F岡山、(音韻

論)
の
分
野で 、
「一
三
以
下は
おg
gtg(意味
論)
の
分野で
あ

る 。
さて
以上の
「一」
か
ら
「四」
まで
の
分析によっ
て 、「形
態
素」
が

規
定され
た
わけ
で
あるが 、
こ
こ
で
特に
注目
されるの
は 、
プル
lム

モル721ム

フィ
ール
ドの

「
形
態
素」
の
概念を
把
揮する
た
めには 、
結
局その

ヲ才
求1A

「
音素」
の
理
解に
まで
さかの
ぼ
ら
なけれ
ば
な
らない
とい
うこ
と
で

ある 。
即
ち 、
「
音素
||

音
声形
式
||言語形

式{合
成
形
式 、
単
純
形

式(形
態素)}」とい
う一

連の
概念の
定
義をた
ど
るこ
と
によっ
て 、
は

じ
め
て
「形
態
素」
の
概
念が
明らかに
なる
わ
けで
あっ
て 、
こ
の
よ
う

な 、
術語の
定
義の
明
稽さ 、
ス
テッ
プ・
パ
イ・
ス
テッ
プ
の
方法の
猪

立とい
うこ
と
は 、
ブル
ー

今ィ
ール
ドの

言語
学の 、
非
常に
大
きな
43 



特
色
だ
と
い
え
る。

な
お、
「
形
態
素」
の
概
念
規
定
に
関
連
し
て
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は、
プ
ル
ー

今
ィ
ー
ル
ド
が
「
形
態
素」
の
意
味
に
つ
い
て
述
べ
て

い
る
点
で
あ
る。
即
ち、
「
形
態
素」
は
前
掲「
こ
の
よ
う
な
手
続
き
で「
音

素」
に
分
析
で
き
る
け
れ
ど
も、
「
形
態
素」
を
構
成
し
て
レ
る
「
音
素」

の
類
似
点
は、
意
味
の
類
似
に
は
無
関
係
な
の
で、
我
我
は
音
素
に
意
味
を

与
え
る
こ
と
は
で
き
ず、
従
っ
て、
現
在
の
科
学
の
領
域
で
は
形
態
素
の
意

味
を
分
析
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ、
と
い
う
の
で
あ
る。
即
ち、
「
形
態
素」

の
構
造
を
研
究
し
て
も、
そ
の
意
味
の
構
造
と
の
相
関
関
係
は
現
在
の
と
こ

ろ
発
見
で
き
な
い
の
で、
結
局、
一
言
語
の
意
味
の
面
の
研
究
は、
他
の
科

学、
特
に
心
理
学
と
生
現
学
在5)
が
完
全
に
近
い
程
度
に
発
達
す
る
ま
で

は、
一
つ
の
仮
定
に
も
と
づ
い
て
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い、
と
い
う

の
で
為
る。
そ
の
仮
定
と
は
彼
が
「
言
語
学
の
基
本
的
仮
定」
(注6)
(同
Z

Pロι釦
HU
g
s-
mgE
B司toロ
口問
-
百四
戸比
三百回)
と
呼
ぶ
も
の
で
あ
っ
て、

あ
ら
ゆ
る
言
葉
共
同
体
に
お
い
て、
発
話
(CH
RH
2
2)
の、
あ
る
も

の
は
形
式
と
怠
味
に
関
し
て
同一
で
あ
る。
(
第
五
意

音
紫、
百
ペ

ー
ジ)

と
い
う
仮
定
で
あ
る。

論
の
中
で
も、

ゐ
る
共
同
体
(
こ
と
ば
共
同
体)
に
お
い
て
は、
こ
と
ば
発
話
の
中
に

形
式
と
意
味
の
同一
な
も
の
が
あ
る。
(
川四
ペ
ー
ジ)

と
し
て
出
て
お
り、
彼
の
言
語
学
の
最
大
の
特
色
と
も
い
え
る
重
要
な
仮
定

で
あ
る
が、
彼
に
従
え
ば、
こ
の
仮
定
を
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て、
把
握
し

が
た
い
面
を
持
つ
言
語
現
象
の
中
に、
「
特
定
的
で
安
定
的
な
特
徴」
(H
Z

」
の
仮
定
は
第
九
章
の
「
意
味」
(
ζ
8
2口町)
の

ω
勺巾口一見山口
吉弘
凹
grz
n
EH
2
ZH)
が
あ
る
こ
と
を
冒見
出
し
う
る、
と
い
う

こ
と
に
な
る。
即
ち
A
と
い
う
訴
手
の
発
し
た
モロ
と
い
う
発
話
と、
B

と
い
う
話
手
の
発
し
た
ヨロ
と
い
う
発
話
と
は、
音
色
ゃ、
音
の
強
弱一両

低
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
う
る
の
で
あ
る
が、
我
我
が
こ
れ
を
「
同
じ
単

語」
と
認
め
る
の
は、
こ
の
二
つ
の
宮口
と
い
う
「
こ
と
ば
発
話」{
注7)

(ω
官。nz・
5R
5
50)
が、
発
音
の
形
も、
そ
の
意
味
も
悶
じ
だ
と
い
う
こ

と
を
あ
ら
か
じ
め
仮
定
し
て
い
る
か
ら
だ、
と
い
う
の
で
あ
る。
彼
に
従
え

ば、
我
我
が
日
常
た
が
い
に
会
話
を
交
わ
し
て
い
る
場
合
に
も、
こ
う
い
う

仮
定
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
が、
こ
れ
は
従
来
の
言
語
学
が、
い

わ
ば
当
然
の
こ
と
と
し
て
黙
過
し
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
て、
そ
れ
を
「
言
語

学
の
基
本
的
仮
定」
と
し
て
高
く
掲
げ
た
所
に、
ブ
ル
ー
今
ィ
ー
ル
ド
が

言
語
学
の
方
法
を
ヨ
リ一
一層
科
学
的
な
ら
し
め
た
功
績
を
認
め
る
こ
と
が
で

き
る(注8)。

な
お
プ
ル
ー
今
ィ
ー
ル
ド
に
お
け
る
「
形
態
素」
の
規
定
の
仕
方
は
ア

メ
リ
カ
の
言
語
学
界
で
は
広
く
認
め
ら
れ
て
い
て、
た
と
え
ば
ナ
イ
l
ダ

a
a
g叩
〉・
2
E)

は
そ
の
著

ほ同

怪陪同何日

吋lFK
ほほ
阿
任。

自
己可凹H明
。同
君O
Em
へ『
形
態
論
[
単
語
の
記
述
的
分
析〕』」
ド
富田
に
お
い

て、
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もっ
と
も
広
く
承
認
さ
れ
て
い
て、
適
用
に
際
し
て
もっ
と
も
実
用
的

な
形
態
素
の
定
義
は、
ブ
ル
ー
今
ィ
ー
ル
ド
が
述べ
て
い
る
定
義
で
あ

る
(
第
二
章
6
ペ
ー
ジ
コ

と
述
べ
て、
先
に
も
引
用
し
た
どロm
E田町
に
お
け
る
ブ
ル
ー

今
ィ
ー
ル

ド
の
定
義
(「
他
の
い
か
な
る
言
語
形
式
と
も、
部
分
的
な
音
声"
意
味
的
類

似
の
な
い
言
語
形
式
が
『
形
態
素』
で
あ
る」)
を
挙
げ
て
い
る。
た
だ
し、



や
や
別
の
立
場
か
ら、
「
形
態
素」
を
規
定
し
て
い
る
者
も
あ
る。
た
と
え

ば，
フ
ロ
ッ

ク
(

切2
ロ曲
三

回一
口口
}凶)

と
卜
レ
l
ガ
l
(
の
g円
岡市

戸・

叶，
g
問。吋)

の

共
著
に

成
る

O
CH-
5
0
0同

ピ
ロ
岡
己
主ロ

〉
E
J
3
(
『
言
語
分
析
の
概
要
』)

HU
hお
で
は、

自
由
形
式
に
せ
よ
付
属
形
式
に
せ
よ
、

そ
れ
よ
り
小
さ
な、

意
味
の
あ

る
部
分
に
分
割
で
き
な
い
形
式
は、
形
態
素
(
ヨOHU
Z
B巾)
で
あ
る。

(
第
四
章、
民
ぺ
1
ジ。)

と
し
て
い
る。
こ
れ
は
在
来
の
国
語
学
に
お
け
る
定
義
に
近
い。

第
三
章
ブ
ル
ー
今
ィ
ー
ル
ド
の
分
析
法
の
特
徴
と

そ
の
日
本
語へ
の
応
用

「形態素」 の 記述 につい て

間
ブ
ル
ー
今
ィ
ー
ル
ド
の
分
析
法
の
特
徴

プ
ル
ー
今
ィ
ー
ル
ド
の
言
語
分
析
法
の
特
徴
は、
大
体
次
の
三
項
に
ま

と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う。

て
心
理
主
義
的
(
精
神
主
義
的)
方
法
を
排
除
し
て、
機
械
主
義
的
方
法

を
確
立
し
た
こ
と。
そ
の
場
合、
術
語
の
定
義
を
明
確
に
し
た
こ
と。

二、
言
語
の
音
声
的
面
に
も
と
づ
く
研
究
法
を
確
立
し
た
こ
と。

三、
「
言
語
学
の
基
本
的
仮
定」
を
宣
言
し
た
こ
と。

右
の
第一
項
の
う
ち、
術垣間
の
定
義
を
明
確
に
し
た
と
い
う
点
に
つ
い
て

モルフエIA

は、
上
に
「
形
態
素」
の
定
義
を
例
に
し
て
す
で
に
説
明
し
た
が、
心
理
主

義
的
(
精
神
主
義
的)
方
法
の
排
除
に
つ
い
て
は、
第
九
章
「
意
味」
に
お

い
て、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る。

精
神
主
義
的
心
理
学
の
信
奉
者
は、
意
味
を
定
義
す
る
こ
と
の
困
難

は
避
け
う
る
と
信
じ
て
い
る。
こ
れ
は、
言
語
形
式
の
発
話
に
先
立つ

て、

話
手
の
内
部
に
非
物
質
的
過
程、

す
な
わ
ち、

思
想、

概
念、

映
薄

(

吉
島
問。凹)
、
感
情、

意
志
作
用
な
ど
と
い
っ
た
も
の
が
生
じ、

ま
た
関
手

の
側
で
も
同
線
に
、

音
波
を
受
け
取
っ
た
際、

こ
れ
ら
に
相
当
す
る
ま
た

は
こ
れ
ら
と
相
関
連
し
た
心
的
過
程
を
経
験
す
る、
と
彼
等
が
信
ず
る
か

ら
で
あ
る。
従
っ
て
、

(
中
略)
メ
ン
タ
リ
ス
ト
に
と
っ
て
は、
一一言
語
は

観
念、
感
情、
あ
る
い
は
意
欲
の
表
現
で
あ
る。
(
問
ペ
ー
ジ)

と
こ
ろ
で、
観
念、
感
情、
意
欲
の
よ
う
な
心
理
的
過
程
は、
こ
と
ば
発

話
と、
他
の、
外
か
ら
観
察
し
う
る
行
動
を
通
し
て
の
み
知
ら
れ
る
も
の
だ

か
ら、
直
接
の
手
が
か
り
に
な
ら
な
い。
従
っ
て
言
語
の
意
味
の
面
の
研
究

も、
結
局、
話
手
の
加
え
た
刺
激
と、
関
手
が
そ
れ
に
よ
っ
て
起
こ
し
た
反

応
と
い
う
現
象
の
観
察
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い、
と
い
う
の
で
あ

る。
た
と
え
ば
唱
5・
宮口
の
意
味
の
違
い
は
そ
れ
ら
を
話
す
人
の
「
観
念」

の
違
い
で
は
な
く
て、
こ
の
二
つ
の
音
声
的
刺
激
(
あ
る
い
は
文
字
を
読
む

と
い
う
刺
激)
に
対
す
る
反
応
の
仕
方
の
違
い
だ
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ

る。
従
来
の
国
語
学(
音
韻
論)
で
「
発
音
運
動
の
目
的
観
念」
と
い
う
も
の

を
観
察
の
対
象
に
し
た
り、
単
語
の一
区
分
と
し
て
「
観
念
語」
を
立
て
た

り
す
る
よ
う
な
考
え
方
は、
そ
れ
ら
に
対
応
す
る
客
観
的
事
実
の
考
察
(
た

と
え
ば
発
音
運
動
の
全
体
的
考
察)
を
欠
く
限
り
は、
こ
の
立
場
か
ら
言
う

と
科
学
的
で
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る。

次
に
第
二
項
に
つ
い
て
い
え
ば、
従
来
の
日
本
語
の
文
法
研
究
な
ど
は
主

と
し
て
文
字
言
語
に
基
づ
い
て
進
め
ら
れ
て
き
た
面
が
多
い
の
で、
今
後
は

特
に、
文
字
言
語
よ
り
も
は
る
か
に
等
質
的
な
音
声
言
語
を
地
盤
と
し
て
研

究
を
進
め
る
こ
と
が、
か
な
り
必
要
な
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る。
こ
の

見
地
に
立
て
ば、
心
理
主
義
的
方
法
に
も
と
づ
く
非
科
学
性
(
た
と
え
ば
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「
単
語」
を
「
究
寛
的
の
思
想
の
単
位」
と
見
あ
よ
う
な
考
え
方)
も、
同

時
に、
あ
る
程
度
ま
で
は
払
拭
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
以
下
で
ま
た
取
り
上
げ
る。

第
三
項
に
挙
げ
た
「一
言
語
学
の
基
本
的
仮
定」
の
価
値
に
つ
い
て
は、
す

で
に
前
章
で
述べ
た
が、「
単
語」
と
い
う
概
念
そ
の
も
の
も
こ
の
仮
定
に
も

と.つ
い
て
い
る
こ
と
を、
ま
ず
認
識
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
韮
旦。

ω
「
単
跨」
の
定
義
の
問
題
と、
「
接
尾
語」
と
「
助
動
飼・
助
飼」
の
区

別
な
ど

ブ
ル
ー

今
ィ
ー
ル
ド
の
分
析
法
の
う
ち、
「
単
語」
を
認
定
し
て
ゆ
く

手
続
き
を
検
討
し
て
み
る
と、
方
法
上
の一
つ
の
特
色
が
見
ら
れ、
そ
れ
が

「
形
態
論」
そ
の
も
の
の
課
題
に
も
関
連
し
て
い
る。
そ
し
て
日
本
語
の
形

態
素
の
記
述
法
に
も
関
係
を
持っ
て
く
る
と
恩
わ
れ
る
の
で
あ
る。

即
ち、
従
来
の
日
本
語
文
法
学
で
は、
「
単
語」
を
「
究
実
的
の
単
位」
で

あ
る
と
す
る
見
方
が
強
い。
た
と
え
ば
山
田
孝
雄
博
士
の
「
日
本
文
法
論」

へ
明
治
四
十一
年
[一
九
O
八
年〕
宝
文
館)
で
は、

単
語
と
は
言
語
に
於
け
る、
最
早
分
つ
べ
か
ら
ざ
る
に
至
れ
る
究
寛
的

の
思
想
の
単
位
に
し
て、
独
立
し
て
何
等
か
の
思
想
を
代
表
す
る
も
の
な

り 。
(
同
容
「
第一
部

語
論 、
第
二
章

国
語
の
単
語
分
類
の
方
法 、

(
こ
単
語
と
は
何
ぞ」
の
項。
町何ペ
ー

ジ)

と
し
る
さ
れ
て
い
る。
(
た
だ
し、
こ
の
定
義
に
は
ス
ウ
ィ
1
ト
(
図。ロ
ミ

ω
耳
免円)
の
定
義
韮ω)
の
影
響
が
あ
る。)

時
枝
誠
記
博
士
は、
「器
巴
は
言
語
を
分
析
し
帰
納
し
た
結
果
と
し
て
得

ら
れ
る
も
の
で
な
く、

語
は、
文
及
び
文
章
と
と
も
に、
言
語
に
於
け
る
単
位
と
し
て、
既
に

主
体
的
立
場
に
於
い
て
認
定
ぎ
れ
て
居
る
も
の
で
あ
る

:。
(
岩
波
金

書
「
日
本
文
法
ロ
籍
第 、
第
二
章

語
鈴 、
一

総
鋭 、
州四
ペ
ー

ジ)

と
見
て
居
ら
れ
る
が、
そ
れ
が
た
と
え
「
主
体
的
立
場」
に
お
い
て
認
め
ら

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
も、
と
に
か
く
「号一口
語
に
於
け
る
基
礎
的
な

単
位・
第一
次
的
な
単
位」
の一
つ
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
変
わ

り
は
な
い。

と
こ
ろ
で、
ブ
ル
ー

今
ィ
ー
ル
ド
を
中
心
と
す
る
ア
メ
リ
カ
の
き
呈同
学

に
お
い
て
は、
す
で
に
第
二
章
で
概
述
し
た
よ
う
に、
機
械
主
義
的
見
地
か

ら
し
て、
「
単
語」
(
君。
丘)
を
「
思
想
の
単
位」
と
見
な
い
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
あ
る
が、
同
時
に、
そ
れ
は
必
ず
し
も
「
究
覚
的
な
単
位」
と
も
見

ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る。
即
ち、
第
二
章
で
挙
げ
た
ブ
ル
ー

今
ィ
ー
ル

ド
の
分
析
法
に
つ
い
て
見
る
に、
文
法
上
の
基
礎
的
単
位
は
「一一
こ
で
出
て

く
る
「
言
語
形
式」
(
そ
の
言
語
で
発
音
し
う
る
形
を
も
っ
と
同
時
に、
意

味
を
有
す
る
も
の)
そ
の
も
の
で
あ
っ
て、
そ
の
分
類
上
の
大
原
則
は、

前
章
で
挙
げ
た
「
四」
の
「
ω・
仰」
で
あ
る。
ω
か
ら
出
て
く
る
の
が

「
形
態
素」
で、
削
か
ら
出
て
く
る
の
が
「
単
語」
で
ゐ
る。
従っ
て
「
単

語」
を
取
り
出
す
前
提
と
し
て、
す
べ
て
の
「
言
語
形
式」
を
「
付
属
形
式」

と
「
自
由
形
式」
と
に
類
別
す
る
こ
と
が、
先
決
問
題
に
な
る
の
で
あ
る。

さ
て、
「
単
語」
は
「
震
小
の
自
由
形
式」
と
し
て
規
定
さ
れ
る
わ
け
で
あ

る
け
れ
ど
も、
そ
れ
は
決
し
て
「
最
小
の
言
語
形
式」
で
は
な
い。
即
ち、

「
言
語
形
式」
の
分
析
は
そ
こ
に
お
い
て
終
結
す
る
の
で
は
な
く
し
て、
「
自

由
形
式」
に
対
応
す
る
「
付
属
形
式」
と
い
う
単
位
が、
依
然
と
し
て
「
言

語
形
式」
の一
部
と
し
て
そ
の
存
在
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る。

以
上
の
特
徴
は、
ブ
ル
ー
今
ィ
ー
ル
ド
が
そ
の
著
F
g開
E
需
の
第
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十三
章 、
宮OH
ZoE
司(形
態
論)
に
おい
て 、
goH
Zo-o国司
と
い
う

術語の
定
義
を
行なっ
てい
る
部分に
も 、
はっ
きりと
現わ
れてい
る 。

即
ち 、あ

る
言語の
形
態論(BOHMMYo-o田三
と
い
う意

味は 、
その
成分の

中に
付
属形
式の
現わ
れる
組
立
(n
g目HEnt
g回)
と
い
うこ
と
で
あ

る 。
そこ
か
ら
結
果する
形
式は
付
属形
式か
単語か
で
あっ
て
句で
は

ない
こ
と
が
明らか
で
ある 。
従っ
て
形態論は
単語の
組立と
単語の

部
分の
組立と
を
含み 、
統
語
論
(凶
uミHSH)
は
句
(句rH同お)
の
組立

を
含む 。
(第十三
章
第一
節 、
加ぺ

lジ)

即
ち 、
「
形態論」
と
い
う

分野の
決
定に
際して 、
「付
属形
式」
が
現

わ
れ
るか
ど
うか
と
い
うこ
と
を 、
一
つ
の
大
きな
基準と
してい
る
の
が

注
目
さ
れる 。
た
だ
し 、
中
国
語の
よ
うに
「
付
属形
式」
を
持た
ない
言

語に
対してはこ
の
定
義は
当て
は
ま
ら
ない
わ
けで
あ
るが 、
中
国語の

ご
と
きは 、
極
端に
分
析
的な
言
語と
して 、
むし
ろ
例
外的
存
在と
見て

い
るよ
うで
為る 。

「形態素」 の 記 述 に つ い て

さて
右の
よ
う
な
形
態
論の
分
野の
設
定は 、
実際に
「一言
語形
式」
を

分
類
する
さいに 、
どの
よ
うな
形を
取っ
て
くる
で
あろ
うか 。
その
点

を
観
察
す石
た
めに 、
彼が
英語の
「言語
形
式」
を
分
類し
てい
る
部
分

を
取り
上
げて
みよ
う 。

A
第二
次
的
単語
||〔

直接
成
分と
して】
在日)
自
由
形
式を
含む
も

の 。複
合語
i!こっ

以
上の
自由
形
式を
含む
もの 。

ι
8H-
Eor(ド
ア
の
取
手) 、
三E・
g-gと・
552
(
野
獣訓

練
者) 、目

1 

派生
的二
次的
単語
ーーー一

つ
の
自由
形
式を
含む
もの 。

V01曲目回(
子ど
も
ら
しい) 、
05・5a&岱
(オ
ール
ドミス
の

よ
う
に
小
や
か
ま
し
い)

そこ
に
含ま
れる
自由
形
式は
「土
台形
式」(
g借ユーロぬ同OHg)

と
呼ば
れ
る 。

第一
次
的
単語
||〔

直接
成分と
して】
自由
形
式を
含まぬ
もの 。

1
派生
的一
次
的
単語
||二つ

以
上の
付
属形
式を
含む
もの 。

5・8-
2・
円四0・no守p・
口ロロ-gg・:

2
形
態
素単
語
(自OH司ZS0・
ョu同会)
||一

個の
(
自由)
形
態素

か
ら
成る
もの 。

自白p
rouコ
2F
EP
Bι"
『伝・

(第十三
章
第三
節 、
抑ペ

1ジ)

右の
分
類に
よっ
て
目見
るに 、
こ
れは
た
しかに
「
単語」
の
分
類で
あ

るに
は
違い
ない
が 、
その
分
類の
基
準と
なっ
てい
るの
は 、
やは
り 、

「
付
属形
式」
や「自由
形
式」
が
どの
よ
うに

含まれてい
るか
とい
うこ

と
で
ある 。
た
だ 、
「
付
属形
式」
を
含まぬ
もの
もこ
こ
で
分
類の
対象

に
してい
る
点は 、
先に
引
用し
た
「
形
態論」
の
定義と
相
容れ
ない
よ

うで
あ
るが 、
あの
定義は 、
「
言語
構
造全体の
中の
どこ
かの
部
分に

『付
属形
式』
が
現わ
れる
よ
うな組立」
とい
う意

味で
あると
解し
う

る
で
あろ
う 。
こ
こ
の
分
類ではB
類の
単語の
中に
「
付
属形
式」
が
現

わ
れてい
る
わ
けで
あ
る 。
従っ
てここ
の
分
類と
先の
定義と
は
矛
盾し

ない。次に
生
ずべ
き
疑
問は 、
「
単語は
最
小の『自由形
式』
で
あるのに 、

その
『単語』
の
下位
区
分の
中に 、
また
『自
由形
式』
が
含まれてい

2 

B 
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る
もの
が
ある

る。

(
右の
A
類)
の
は
矛
盾して
い
ない
か」
とい
う
点で
あ

こ
れにつ
い
て
は
「
自
由
形
式」(P2
F『ヨ)
の「
自
由」「寸8\
「
付

属
形
式」
(『
g
z
r
E)
の
「
付
属」
(
Zc
E)
と
い
う
概
念
が
十
分
に

究
明さ
れねば
な
ら
ない。

先に
第二
章の
四
ωで、
「
付
属形
式」
「
自
由
形
式」
の
定
義を
挙げた

が、
ブル
ー
今ィ
ール
ド
が
「
付
属
|1
30ロロ仏
||)」
「
自
由
lll

(『『2
1lt)」と
言っ
て
い
るの
は、
要
するに
「
他の
『言
語
形
式』
に
拘

束さ
れて
そ
れ
自
身で
は
話さ
れ
ない
H
Z
E仏(付
属
と
を
き、「
他か
ら

拘
束を
受け
ずに
独
立し
て
話
さ
れる
HP2(
自
由
こ
とい
うこ
と
で
あ

る
か
ら、
たと
えば
「
最
小
自
由
形
式(
即ち
「
単語」)」
た
る
Z1ろ

とい
う
言
語
形
式の
中に、
もし
そ
れ
だ
け
を
取り
出し
たと
すれば
独
立

い
て
も
話
ト
れ
うる
じこ
ろ
か、
『D可
とい
う
「
言
語
形
式」
(
即ち
「
ト

由
形
式」)
を
含ん
でい
た
と
して
も、
少し
も
矛
盾に
は
な
ら
なレ
の
で

あ
る
(『
ミ5Y
の
Er
はい
わば
『O可
と
い
う
言
語
形
式に
拘
束さ
れ

て、
そ
れ
だ
けで
は
話さ
れ
ない。
即ち
広口仏
さ
れ
(しば
ら
れ)
てい

る
か
らroロ
邑『DHS
なの
で
ある。)。
なお、
こ
の
両形
式の
定
義を
述

べ
て
い
る
原
文の
箇
所で、
特に
r
E
E
FHB
の
roc
E
とい
う
部

分、
そ
して
P2
FHB
の
PS
とい
う
部
分だ
け
を
そ
れ
ぞ
れ
イ
タ
リ

ッ
ク
体の
活
字に
し
て
い
る
が、
こ
れ
も
特に同H巾p
r
E
E
の
意
味を
重

視し、
こ
れ
を
強
調し
た
かっ
た
か
らで
あ
ろ
う。
(なお、
本
書で
イ
タ

リッ
ク
体に
なっ
てい
る
の
は、
初
出の
重
要な
術
語
や
定
義、
そ
れに
引

用
単語の
場
合で
ある。)

さて、
こ
の
「
付
属」
「自
由」
とい
う
考え
方は、
日
本
語の
「
言
語

形
式」
の
分
類に
あたっ
て
も
大い
に
応
用し
うる
もの
と
思わ
れる。

さし
あ
たっ
て、
こ
の
考え
方が
我
我に
参
考と
な
るの
は、
日
本語の

文
法
論で
しば
しば
論
議の
対
象と
なる
問
題、
即ち
「
接
尾
辞」
と
「
助

動
詞・
助
詞」
と
の
区
別とい
う
問
題に
関して
で
ある。

従
来、
た
と
えば
橋本文
法な
どで
は、「
接(
尾)
辞」
は
それの
付く

語の
範
囲が
か
な
り
限られてい
るの
に
対し
て、
「
辞(
助動
詞・
助詞
こ

は一
般に
多くの
語に
付
き、
し
か
もその
付
、き
方が
規
則
的で
あ
る、
と

い
う
点を一
つ
の
目
印と
して、
「
接
尾
辞」
と
「
助動詞・
助
詞」
を
区

別し
よ
うと
し
て
い
る
が(注
目、
橋本
博士
自ら
も
認め
てお
ら
れ
る
通

り、
こ
の
区
別は
「
程
度の
差に
す
ぎない
韮M)」
と
も
言えるの
で
あ

っ
て、
極
端に
い
えば、
伝
統的な
概
念と
して、
「
接
尾
辞
(
あるい
は

「
接
尾
語」)」
「
助
詞」
「
助動
詞」
の
よ
うな
区
別が
あっ
たば
か
りに、

その
区
別の
理
由
付
けに
苦
慮さ
れたとい
うこ
と
に
もなるの
で
ある。

従っ
て、
い
ま
ブル
l
今ィ
lル
トの
よ
うな
考え
方を
取り
入
れると

すれば、
伝
統的な
概
念に
と
ら
わ
れるこ
と
な
く、
そ
れこ
そフ
リー
な

立
場か
ら、
国語
学で
は
右の
よ
う
な
名
称(「
接
尾
辞」
云
云の
よ
うな

もの)
で
呼び
分け
られてい
る
単
位を、
再
分
類
するこ
と
が
可
能に
な

るか
と
思わ
れ
る。

そ
れ
で
は
プル
ー
今ィ
ール
ドの
考え
方は、
実
際
問
題と
して
日
本

語に
どの
よ
うに
応
用で
きるで
あ
ろ
うか。

そ
れは、
あ
る
意
味では
きわめ
て
単
純な
方
法に
帰するとい
うこ
と

に
もな
る
で
あ
ろ
うが、
要するに、
い
わ
ゆる
「
接
尾
辞」
も
(ま
た

「
接
頭
辞」
も)、
「
助詞」
も
「
助
動
詞」
も、
等し
く
「
単独で
は
話さ

れ
ない
言
語
形
式」
と
し
て、
一
括し
て
「
付
属形
式」
と
見るとい
う
考
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「形態素J の 記述 に つ い て
方で
あ
る 。
じ
かし
も
ち
ろん 、
そ
れだ
けで
終わるの
では
な
く 、
それ

ら
をこ
うし
て
同一
線上に
並べ
た
上で 、
さ
らに
お
互い
同
志の
結びつ

き
方
を
詳細に
し
らべ
あ
げ 、
その
形
態
や職
能の
面か
ら 、
全体
的に
再

配
分し
な
け
れば
なら
ない 。
「付
属形
式」
を
含め
た日
本語の
「
言語

形
式」
に
その
よ
うな

分
類を
施した
結
果が 、
ど
ん
な
形に
なるか
とい

う
点につ
い
て
は 、
次に
節を
改め
て
論
ずるこ
と
に
しよ
う 。

mw
ブ
ル
ー
今
ィ
ー
ル
ド
の
方
法
を
応
用
し
た、
日
本
語
の
形
態
素
記
述

の
手
順

ブル
ー

今
ィ
ール
ドの

言語
分
析
法の
基
本
的
方
向は 、「
音素」
の
規

定か
ら
始まっ
て
「
音
声
形
式」
「言
語
形
式」
「
形
態素」
と
進み 、
「
言

語
形
式」
を
さ
らに
「付
属形
式」
と
「
自
由形
式」
とに
区
分
する。
そ

し
て
「
最
小の
自
由形
式」
と
して
「
単話巴
を
規
定
する 、
そして
その

「
単語」
を 、
「自由
形
式」
を
含むか
含ま
ぬかに
よっ
て
三
大
別
する 、

とい
うこ
と
に
な
る 。
こ
の
場
合「自
由」
と
い
うの
は 、
「
その
言語
形

式だ
けを
取り
出した
と
す
れば
独立
し
て
も
話さ
れ
うる」
と
い
う意

味

で
「付
属」
と
い
うの
は
「
独
立し
て
は
話さ
れ
ない」
と
い
う意

味だ
と

い
うこ
と
は 、
既に
述べ
た
通りで
ある 。

それ
では
上
述の
よ
うな
分
析
法を日
本
語に
適
用する
ならば 、
ど
う

い
う結

果が
得ら
れ
るで
あ
ろ
うか 。
(
以
下 、
第二
章で
述べ
たブル
ー

今ィ
ール
ドの

分
析
手
順の
番
号に
対応する
番
号を
使
用する。)

て
「
音
素」
を
取り
出
すこ
と。
たと
えば
日
本語の
〔
宮〕
と
い
う音

節と
門g]
〔冨】
〔ロι
E白]
〔ヨ曲]
己創]
〔吋同]
〔唱曲〕
〔凹白]
〔合同〕

包白〕門
Z]〔
官]
の
よ
う
な
音
節と
を
比べ
るこ
と
仁
よっ
て 、
その
共

通
部
分と
し
ての門乙
が
分
析さ
れ 、〔
E]
と
い
う

音
節を
宗一〕【WE]

〔rめ]
〔rD〕
な
どと
比べ
ることに
よっ
て 、
[r〕
が
分
析さ
れる 。
こ

の
分析は 、
少な
くと
も
理
論的に
は 、
「五
十
音図」
などには
かか

わ
り
な
く 、

唱円OロOE口口市白立四
な
(
発
音し
うる)

すべ
ての
音
節を
例

に
取ると
い
う
形で
行な
わ
れるべ
きで
ある 。

二 、
「
音
声
形
式」
を
取り
出すこと。
その「発
音し
うる

音
素
結合」
が

即ち
「
音
節」
お
よ
び
その
連
絡し
た
もの 、
と
い
うこと
に
なる
わ
け

で
あるが 、
それ
が
「音声
形
式」
で
ある 。
(「発
音し
うる」
とは

「
社
会
習
慣的に
楽に
発
音で
きる」
と
い
う意

味で
あ
る 。
たと
えば

Euro〕
T20]
な
どは
日
本語の
「
音声
形
式」
だが 、
gro]
は「音

声
形
式」
では
ない 。)

三 、
「
言
語
形
式」
を
取り
出
すこと。
「
音声形
式」
の
うちで

意味
を
有

する
もの
が
「
言語
形
式」
で
あるか
ら 、
たと
えば
日
本語の
〔
宮]

[E]門g〕
〔
E〕
[
Z]:
等の
「
音
声
形
式」
が 、
それ
ぞれ
「蚊 、

差 、
回 、
名 、
葉」
等の
意味
を
有する
場
合に
は 、
それらは
み
な

「
言
語
形
式」
と
見ら
れ
る
わ
けで
ある 。
こ
のほ
か
「
きょ
うは

暑い

な」
「きょ
うは」「
ぎょ
う」

「は」
「暑い
な」
「暑い」
「な」
「暑l」

「1い」
等は 、
い
ずれ
も「言
語
形
式」
で
ある 。
なお
「
あんこ」
は

意
味が
あるか
ら
「言
語
形
式」
だが 、
「あん
て」
は
意
味が
な
い
か

ら 、
「
音
声
形
式」
で
は
あっ
て
も
「言
語
形
式」
で
は
ない 。

四 、
ω
「
複合
形
式」
「
単純形
式(H
形態素)」 。
「
言語
形
式」
を 、
他

の
「
言語
形
式」
と
部分
的な
音
声"意味
的
類似が
ある
か
な
い
か
と

い
う

基
準で
分けると、
「
復合形
式」
と、
「
単
純形
式」
即ち
「
形
態

素」 、
と
に
な
る 。
従っ
て 、
「きょ
うは

暑い
な」
「きょ
うは」「

暑い

な」
「
暑い」
等は
「
複合形
式」
で 、
「
きょ
う」「は」
「暑l」
「lい」
49 



「
な」
等
は
「
単
純
形
式」
即
ち
「
形
態
素」
で
あ
る。
(
な
お、
プ
ル
ー

今
ィ
ー
ル
ド
流
に
い
え
ば、
こ
こ
に
取
り
出
し
た
よ
う
な
五
つ
の
「
形

態
素」
は、
こ
の
「
き
ょ
う
は
暑
い
な」
と
い
う
「
言
語
形
式」
を
分
析

し
て
得
た
「
究
極
成
分」
(E
E
B曲丹市
no
gz
z
g
g)
で
あ
る
が、
我
我

が
こ
の
よ
う
な
分
析
を
施
す
過
程
に
お
い
て
は、
こ
の
「
究
極
成
分」
を

得
る
前
に、
た
と
え
ば
「
き
ょ
う
は
暑
い
な」
を
ま
ず
「
き
ょ
う
は」
と

「
暑
い
な」
に
分
け、
更
に
「
き
ょ
う
は」
を
「
き
ょ
う」
と
「
は」
に

分
け
る

と
い
う
よ
う
な
手
順
を
ふ
む
こ
と
に
な
る
の
で、
「
究
極
成

分」
を
得
る
ま
で
に
幾
つ
か
の
手
続
き
が
必
要
に
な
る。
即
ち、
こ
う
い

う
場
合、
与
え
ら
れ
た
「一
言
語
形
式」
を、
ま
ず
二
つ
の
部
分
に
分
け、

そ
の
二
つ
を、
で
き
う
れ
ば
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
に
分
け
て
行
く
と
い

う
手
続
き
を
取
る
の
で
あ
る
が、
そ
の
各
回
に
分
け
ら
れ
て
出
て
く
る
二

つ
ず
つ
の
成
分
を、
プ
ル
ー

今
ィ
ー
ル
ド
は
「
直
接
成
分」
(
5
5
a­

広
8
8
5巴
g
gg)
と
称
し
て
い
る{
注
さ)。

仰
「
自
由
形
式」
「
付
属
形
式」。
「
言
語
形
式」
を、
そ
れ
が
独
立
し
て

話
さ
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
基
準
で
分
け
る
と、
「
自
由
形
式」
と
「
付
属

形
式」
と
に
な
る。
従
っ
て、
「
き
ょ
う
は
暑
い
な」
「
き
ょ
う
は」
「
暑

い
な」
「
き
ょ
う」
「
暑
い」
等
は
「
自
由
形
式」
で、
「
は」「
な」「
暑l」

ア
い」
等
は
「
付
属
形
式」
で
あ
る。
「
最
小
の
自
由
形
式」
が
「
単
語」

で
あ
る
か
ら、
「
き
ょ
う」
「
暑
い」
は
「
単誼
巴
で
あ
る。
(「
最
小
の
」

(
自
SF
gc
g)
と
い
う
の
は
「
そ
れ
よ
り
短
く
切
っ
て
は
話
さ
れ
な
い」

と
い
う
こ
と
で
韮
芝、
ブ
ル
ー

今
ィ
ー
ル
ド
は
こ
の
性
質
が
「
単
語」

の
特
徴
と
し
て
ど
の
言
語
に
も
広
く
認
め
ら
れ
る
も
の
だ
と
言
う。)

以
上
の
よ
う
に
し
て、

‘ 

「
複
合
形
式

\
\{
単
純
形
式(
H
形態
素」

音
素
|
|
音
声
形
式
|
|一一言
語
形
式
ハ

4

、

〆

//
R

「
そ
の
最
小
のJ

/-

E
形
式{
も
の
H
単
語)

{
付
属
形
式

と
い
う
過
程
を
経
て、
日
本
語
の
形
態
論
分
析
を
進
め
う
る
の
で
あ
る0(
な

お、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に、
ブ
ル
ー

今
ィ
ー
ル
ド
に
従
え
ば、
「
音
索」

と
「
音
声
形
式」
を
取
り
出
す
過
程
ま
で
は
「
音
韻
論
的
分
析」
で
あ
り、

「
言
語
形
式」
の
分
析
は、
「
意
味
論
的
(
8
5
2
5)
分
析」
で
あ
る。
そ

し
て
「
意
味
論
的
分
析」
の
中
に、
「
文
法」
(同
3
5
5
R)
と
「
語
集」

(}
良一
8ロ)
の
分
析
が
は
い
る
の
で
あ
る。
即
ち、
「
音
素」
「
音
声
形
式」

の
分
析
は、
い
わ
ば
意
味
を
考
慮
に
入
れ
な
い
分
析
で
あ
る
の
に
対
し、
「一一言

語
形
式」
の
分
析
は、
意
味
を
考
慮
に
入
れ
た
分
析
で
あ
る
と
い
う
見
地
か

ら
こ
の
区
分
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る。)

さ
て、
右
の
手
続
き
の
う
ち、
先
に
説
明
し
た
よ
う
な
「
自
由」
「
付
属」

と
い
う
観
点
か
ら
得
ら
れ
た
「
単
語」
は、
ブ
ル
ー

今
ィ
ー
ル
ド
に
従
え

ば、
そ
れ
が
さ
ら
に
「
自
由
形
式」
を
含
む
か
「
付
属
形
式」
を
含
む
か
と

い
う
見
地
か
ら、
す
で
に
引
用
し
た
よ
う
に
A
B
二
類
に
区
分
さ
れ
る
わ
け

で
あ
る
が、
こ
の
考
え
方
を
日
本
語
に
応
用
す
る
と
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う

仇μ
私
は
以
前
に
方
言
文
法
の
記
述
法
を
説レ
た
論
文(「
国
語
と
国
文
学」
昭

和
二
十
九
年
五
月
号
所
収)
で、
日
本
語
の
文
法
上
の
単
位
を
「
自
立
的
単

位」(
文・
文
節・
単
語)、
「
付
属
的
単
位」(
接
頭
形
式・
接
尾
形
式)、
「
文

節
的
単
位」
の
三
者
に
分
け
た
こ
と
が
あ
る
が、
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
言
語
学

の
方
法
を
か
な
り
参
考
に
し
て
い
る
と
は
い
え、
「
文
節
的
単
位」
(
単
独
で
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「形態素」 の 記述 に つ い て

ぽ
「
文」
と
し
て
は
現
わ
れ
な
い
が
「
文
節」
と
し
て
は
現
わ
れ
る
も
の。

い
わ
ゆ
る
「
副
詞・
接
続
詞」
な
ど
の
類)
と
い
う
中
間
的
な
も
の
を
認
め

て
い
る
点
に
難
点
が
あっ
た。
そ
こ
で
今
は
こ
の
分
類
に
は
必
ず
し
も
こ
だ

わ
る
こ
と
な
く、
先
程
か
ら
述
べ
て
い
る
「
自
由」
「
付
属」
の
観
点
を
中

心
に、
ブ
ル
ー

今
ィ
ー
ル
ド
に
な
ら
っ
て、
日
本
語
の
「
言
語
形
式」
を

分
類
し
て
み
た
い
と
思
う。

凹
「
自
由
形
式」
の
分
類
と
「
形
態
論」
「
統
語
論」
の
範
囲

「
き
ょ
う
は
暑
い
な」「
き
ょ
う
は」「
暑
い
な」
な
ど
の
よ
う
に、
「
文」
や

「
文
節」
を
成
し
て
い
る
「
自
由
形
式」
在
立
は、
「
統
語
論」
の
分
野
富山)

で
扱
わ
れ
る
か
ら
当
面
の
形
態
論
上
の
問
題
に
は
な
ら
な
い。
「
自
由
形
式」

が
形
態
論
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は、
そ
れ
が
「
単
語」
と
い
う
最
小
の

形
を
取っ
た
場
合
に
限
る。
な
お、
「
単軍
巴
が
二
つ
以
上
並
ん
だ
場
合
は、

そ
の
こ
っ
(
あ
る
い
は
そ
れ
以
上)
の
「
単
語」
の
聞
に、
別
の
「
言
語
形

式」
が
現
わ
れ
え
な
い
と
い
う
よ
う
な、
緊
密
な
構
造
の
下
に
お
い
て
の

み、
形
態
論
的
に
取
り
上
げ
う
る(注四
三
先
に
挙
げ
た
ブ
ル
ー
今
ィ
ー
ル

ド
の
分
類
で
は、
仰
の
う
ち
の
A
1、「
複
合
語」
の
構
造
が
そ
れ
に
あ
た
る。

「
単
語」
は
前
述
の
よ
う
に
「
最
小
の
自
由
形
式」
で
あ
る
が、
こ
れ
の

形
態
論
的
処
理
法
の
特
色
は、
あ
く
ま
で
そ
の
内
部
構
造
に
目
を
向
け
る
と

い
う
点
に
あ
る。
「
単語
巴
が
二
つ
以
上
続
い
て、
そ
の
問
に
別
の
「
単
語」

が
現
わ
れ
う
る
と
い
う
よ
う
な
構
造、
即
ち
外
部
に
向
か
っ
た
構
造
に
は
い

る
場
合
は、
そ
の
取
り
扱
い
は
統
語
論
の
分
野
に
移
る
こ
と
に
な
る。

凶
日
本
語
の
「
単
語」
の
構
造
上
の
特
色

日
本
語
の
「
単
語」
は、
そ
の
構
造
に
基
づ
い
て、
次
の
よ
う
に
下
位
区

分
で
き
る。

A
「
自
由
な
形
態
素」
を
含
む
も
の。

て
一
個
の
「
自
由
な
形
態
素」
か
ら
成っ
て
レ
て、
そ
れ
以
下
に
分
割

で
き
な
い
も
の。

「
蚊・
ね
こ
・
や
は
り・
し
ず
か・
し
か
し・
お
や
〔
感
動
詞
]

」

こ
れ
を
W
(
唱。
え
の
略)
で
あ
ら
わ
す。

二、
一
個
の
「
自
由
な
形
態
素」
の
前
ま
た
は
あ
と
(
あ
る
い
は
前
お
よ
び

あ
と)
に、
「
付
属
形
式」
が
つ
い
た
も
の。

。

前
に
「
付
属
形
式」
が
つ
い
た
も
の。

「
小l
ね
こ」
「
ご1
命
令」
「
う
わt
手」-

こ
れ
を
マ
語、
で
あ
ら
わ
す。
(
P
は
買
え
只
の
略)

ω

あ
と
に
「
付
属
形
式」
が
つ
い
た
も
の。

「
む
こ
うー
が
わ」
「
君ー
た
ち」
「
し
ず
かー
さ」
・

こ
れ
を
話、lm
で
あ
ら
わ
す。
(
S
は
2
日H
の
略)

同

前
後
に
「
付
属
形
式」
が
つ
い
た
も
の。

「
お1
客:
さ
ん」
;・

こ
れ
を
司・
謡、1帥
で
あ
ら
わ
す。

三、
一
個
の
「
自
由
な
形
態
素」
が
二
つ
以
上
並
ん
だ
も
の。

「
花ー
か『」」
:

こ
れ
を
当、1
4〈、
で
あ
ら
わ
す。

い
つ
も
他
の
「
言
語
形
式」
の
前
に
続
け
て
発
話
さ
れ
る
「
付
属
形

式」
を
「
接
頭
形
式」、
い
つ
も
あ
と
に
続
け
て
発
話
さ
れ
る
「
付
属

形
式」
を
「
接
尾
形
式」
と
呼
ぶ。
右
の
例
の
う
ち
で
は、
「
小l」

「
ごl」
「
おl」
が
「
接
頭
形
式」
で、
「ー
が
わ」
「ー
た
ち」
「ー
さ
ん」

が
「
接
尾
形
式」
で
あ
る。
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， 

こ
こ
で
「
自
由な
形
態
素」
と
呼ん
だ
もの
は 、「そ
れだ
け
を取り

出せ
ば
単
独で
発
話さ
れ
うる
もの」
の
意
味で
ある 。
そ
れが
単
語

の一
部と
なっ
た
場
合は
「
潜在
的
最小
自由
形式」
と
呼ぶこ
と
も

で
きるし 、
誤
解を
起こ
すお
それさ
え
な
け
れば
「
潜
在
的単語」

と
呼ん
で
もよい 。
話、
で
表わ
し
たの
は
その
意
味で
ある 。
プル

ー
今ィ
ール
ドは 、
げ01凹r
の
rou『
など
を 、
ro司
王回
全
体の
土

台に
なるとい
う
見
地か
ら
「土
台
形
式」
(
g
p円
ぎロ問
看OE)
と

呼んでい
る
(
前
節
ω
に
お
け
る
彼の
単語の
分類
中 、
A
2
項
参

照) 。
ま
た
ナ
イ
l

ダは 、

ほ同降民国司
に
お
い
て 、
ブル
ー

今

ィ
ール
ドの

「土
台
形
式」
に
あた
る
も
の
を 、
旬。窓口
音-q
pz

同OHS
と
解してい
る 。
こ
こ
で
私が「
潜
在的
最小
自
由
形式」
と

呼ん
だの
はこ
の
考え
方をふ
ま
えてい
るの
で
ある 。

B
「
自
由な
形
態
素」
を
含
まぬ
もの 。

て
職
能に
応
ずる
変化
形
式と
し
て 、
そ
れに
対応
する
「
自
由な
形
態

素」
を
想定し
うる
よ
う
な
「
付
属形
式」
を
含
むもの 。

。
その
「
付
属形
式」
を
あと
に
伴う
もの 。

「お1
まい
り」
「お1立ち」

こ
れ
らの
「付
属形
式」
に
対応する
「
自
由
な
形
態
素」
は
「まい

る・
まい
れ」
「立つ・
立て」 。

ω
その
「付
属形
式」
を
前に
伴う
もの 。

「書きーぶ
り」

「
立ちlどまる」。

…m
そ
うい
う

「付
属形
式」
だ
けか
ら
成る
もの 。

コ
灯
き
1

帰
り
」
「
読
み
1

・置
き
」

二 、
音
韻
上の
変化
形
式と
し
ての
み 、
それに
対応する
「自
由な
形
態

素」
を
想
定し
うる
よ
うな

「付
属形
式」
を
含
む
もの 。

「かざ1
ぐるま」
「かざ1み
(
風
見)」・

「こ1ざ
る(小猿)」・:

それ
ぞれの
「付
属形
式」
に
対応する
「自
由な形
態
素」
は
「か

ぜ・
〈る
ま・
か
ぜ・
さる」
で
ある 。

三 、
職
能に
応
ずる
変化
形
式と
し
て
も 、
音
韻
上の
変化
形
式と
し
て

も 、
そ
れに
対応する
「
自由な
形
態
素」
を
想
定し
得ない
よ
うな

「
付
属形
式」
だ
けか
ら
成る
もの 。

「
お
も
ー

さ
」
「
う
す
'

さ
」
「
起
き
l

る
」
・
・

(「
起
きtる」
全
体の
語
形変化につい
て
は
本
章
凶項
参照 。)

以
上は
語
形と
職
能 、
およ
び
「自
由」
「付
属」
の
観
点から 、
日
本

語の
「
単語」
の
構
造の
概
略を
形
態
論的に
記
述し
てみ
た
わ
けで
ある

が 、
本
論
文で
は 、
い
わ
ゆ
る
「助詞」
の
「が・
の・
を・
よ0・
」
等

等を
「
単語」
の一
部とは
見ずに
「付
属形
式」
の一
種と
見てい
る
た

めに 、
「単語」
の
構造の
説明の
さい
に
は 、
それ
らが
取り
上げ
られ

ない
こ
と
に
なる 。
即ち 、
「
単語
を
構
成し
ない
付
属形
式」
は
見
逃さ

れて
し
ま
うの
で
為るが 、
こ
の
欠を
補うため
に
は 、
「付
属形
式」
だ

け
を
全
般的に
分
類するこ
とが
必
要に
なるの
で
ある 。

なお 、
プル
ー

今ィ
ール
ドに

従えば 、
「付
属形
式」
の
現われ
る

組
立を
扱うの
が
形
態論で
あるか
ら 、
「単語を
構
成し
ない
付
属形
式」

を
扱うこ
と
も 、
形
態論の
範
囲に
ほい
る
ことに
なる 。
その
点を
も
考

慮しつ
つ 、
次に
日
本
語の
「付
属形
式」
の
分類を
試み
よ
う 。

印
日
本
語の
「付
属形
式」
の
分類

・

そ
もそ
も「
付
属形
式」
は
他の
「
言語
形
式」
の
前か
あと
か
に
付
属
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し
て
現
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら、
そ
の
見
地
か
ら
ま
ず
「
他
の
言
語
形
式

の
前
だ
け
に
接
す
る
も
の
H
接
頭
形
式」
「
他
の
言
語
形
式
の
あ
と
だ
け
に

接
す
る
も
の
H
接
尾
形
式」
「
他
の
言
語
形
式
の
前
に
も
為
と
に
も
接
す
る

ヂシ2・セヲ

も
の
H
前
後
援
形
式」
に
三
大
別
で
き
る。

前
項
で
扱っ
た
「
単
語」
の
構
成
要
素
と
し
て、
す
で
に
取
り
上
げ
ら
れ

た
「
付
属
形
式」
の
う
ち、
「
接
頭
形
式」
と
見
ら
れ
る
も
の
は
次
の
通
り

で
あ
る。
(
以
下
の
「
単
語」
中、
太
字
の
部
分)

A
「
小i
ね
こ」
「
ごl
命
令」
「
おl
客ー
さ
ん」

B
「
う
わ
l
手」
「
か
ざt
ぐ
る
ま」

「
接
尾
形
式」
は
次
の
通
り。

A

「
君
ー

た
ち
」
「
し
ず
か
ー

さ
」
「
お
t

客
t

さ
ん
」
「
書
き
ー

ぶ
り
」

B
「
む
こ
う'

が
わ」
「
か
ぎ
l
ぐ
る
ま
」

「形態素」 の 記述 につ い て

C

「
起
き
l

る
」

「
前
後
援
形
式」
は
次
の
通
り。

A
「
お1
ま
い
り」
「
お
1
立
ち」
「
立
ち
1
上
が
る」
「
書
き
ー
ぶ
り

」

「
読
み

ム置き」
「
起
きt
る」
「
早t
起
き」

B
「
お
もー
さ」
「
身1
お
も」
「
う
すt
さ」
「
気
乗
り1
う
す」

ほ
か
に
「
に、
が、
の、
と、
は、
へ、
も、
か、
ね、
:::」
等
で
代

表
さ
れ
る一
連
の
「
接
尾
形
式」
が
あ
る
が、
こ
れ
ら
は
職
能
の
上
で
も
以

上
に
挙
げ
た
「
付
属
形
式」
と
異
な
り、
た
が
い
に
職
能
の
異
な
る
い
ろ
い

ろ
な
種
類
の
「一
言
語
形
式」
に
接
し
う
る。
ま
た、
そ
の
前
に
続
く
「
言
語

形
式」
と
の
聞
に、
短
い
音
声
の
途
切
れ
を
お
い
て
発
話
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
な
ど、
か
な
り
「
自
由
形
式」
に
近
い。
こ
れ
ら
を
「
自
立
性
接
尾
形

式」
と
呼
ん
で
お
く。

以
上
を
ま
と
め
て、
日
本
語
の
お
も
な
「
付
属
形
式」
の一
斑
を
分
類
例

示
す
れ
ば、
次
の
よ
う
に
な
る0(
職
能の
等
し
い
も
の
ご
と
に」
で
く
く
る。)

一
、
接
頭
形
式
(
P)

m
H

小
l

(
ね
こ
)

、

ご
t(

命
令)

、

お
よ
花)
」 、

担
。

(
成
る)
」 、

幾
t

(
年)

、
」

m
H

う
わ
1(

手)
、

か
ざ
l(

車)
、

か
な
l(

槌)
、

あ
ま
l

(
具)
H

雨
具 、

こ
i(

立
ち)
H

木
立
ち

・
」

民
u
行
かj(
ずt
じ
ま
い
て
取
らi(
れ
l
損)

、

:
」

二、
接
尾
形
式
(
S)

。

非
自
立
性
接
尾
形
式

品
目

(
君)
ー

た
ち 、
(
お
t

客)
6

さ
ん
」 、

(
し
ず
か
)
f

さ
」 、

(
書
き
γ
ぶ

り
」 、
(
愛
国)
l

者
」 、・
:

日
H

(
風)
f
ぐ
る
ま 、
(
本)
t

ば
こ 、
(
む
こ
う

γ
が
わ 、
」・

・

(
手)
l

ば
な
す
」 、
(
寝
γ
苦
し
い
」 、

民
日

(
起
き)
l

る
」 、
(
広)
l

い
」 、
(
見)
l

ら
れ
る 、
(
見)
t

さ
せ
る
」 、

(
取
ら)
1

れ
る 、

(
行
か
)
t

せ
る
」 、

(
行
か
)
ー

な
い
」 、

(
行
き)
t

ま

す、
(
行
き)
t

た
い
」 、
(
行
つ

)
1

た
」
(
春
γ
め
く
」 、
(
汗)
l

ば
む
」

m
u

(
し
ず
か
γ
な 、

.

担
H

(
書
く)
ー

な 、
(
書
く)
f

な
ら 、

釘
H

(
起
き)
1

ょ
う 、

部
H(
書
い)l
て、
(
読
ん)l
で、

m
H

(
書
け)
t

ば

め

自
立
性
接
尾
形
式

(
書
く)
I

わ 、
(
書
く)
I

ま
い 、
・
・
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日
本
語
の
「
に、
が、
の、
と、
は、
へ、
だ、
で
す
--
」
の
よ
う凡打

「
自
立
性
接
尾
形
式」
は、

他
の
「
接
尾
形
式」
に
比
べ
て、
い
ろ
い
ろ
な

種
類
の
単
位
に
比
較
的
自
由
に
援
し
う
る
の
が
特
色
で
あ
る。
こ
の
中
で、

ま
ず、
職
能
に
応
ず
る
語
形
変
化
を
な
す
も
の
(「
だ・
で
す」
の
類)
と、

そ
れ
以
外
と
を
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る。
無
変
化
の
も
の
を
A
類、
変
化

す
る
も
の
を
B
類
と
し
て
区
別
す
る。

ま
た、
「
主
と
し
て
文
末
に
現
わ
れ
る」
か、
「
主
と
し
て
文
節
末
に
現
わ

れ
る
か」
と
い
う
基
準
で
分
類
す
れ
ば、

O
「
主
と
し
て
文
末
に
現
わ
れ
る
も
の」
H「
だ
・
で
す・
ら
し
い
・
ね・

か
・
よ:・
」

O
「
主
と
し
て
文
節
末
に
現
わ
れ
る
も
の」
H「
が・
は・
の
・
に
・
も・
へ

・
か
ら・
の
で・
ま
で
・
ば
か
り・
よ
り・
だ
け

」

の
よ
う
な
分
類
が
考
え
ら
れ
る。

三、
前
後
援
形
式

句ω
〉
H(
お)t
立
ち、
立
ち
人
上
が
る)、
起
き
人
る)、
(
早
γ
起
き

HMm山回
日(
身)t
お
も、
お
も1(
さ)、
(
気1
乗
り)
ょっ
す、
う
すl(
さ)、

凶
「
形
態
素」
の
語
形
変
化

以
上
m
l
m
に
お
い
て、
日
本
語
の
「
単
語」
の
構
造
を
記
述
し、
さ
ら

に
主
要
な
「
付
属
形
式」
を
分
類
し
て
み
た
の
で
あ
る
が、
次
に
問
題
と
な

る
の
は、
「
形
態
素」
が、
ω
職
能、
制
前
後
の
音
声
的
関
係
に
よ
っ
て、

語
形
の
変
化
を
起
こ
す
こ
と
で
あ
る。

同

職
能
に
よ
る
語
形
変
化

ブ
ル
ー

今
ィ
ー
ル
ド
は

じロ回
g岡市
第
十
三
章
第
十
三
節
で、
「
屈

折」
(ト
ミ-
a-oロ)
の
種
類
を、
「
単
語
屈
折」
(
君。
三-
zb
aFOロ)
と
「
語

幹
屈
折」
(帥
お
ヨム口町一
気
5ロ)
と
に
大
き
く
分
け
て
い
る
が、
前
者
は
不
変

化
部
分
に
「
単
語」
を
含
む
と
い
う
型
の
屈
折
で
あ
り、
後
者
は
不
変
化
部

分
に「
語
幹」
(「
付
属
形
式」
の一
種
だ
が
そ
れ
自
身
発
話
し
え
ぬ
形
を
持

つ
こ
と
も
あ
る)
を
含
む
と
い
う
型
の
屈
折
で
あ
る。
印
欧
語
で
は
英
語
は

「
単
語
屈
折」
で
あ
り、
ド
イ
ツ
語
は
「
語
幹
屈
折」
で
あ
る
と
い
う。

O
英
語
に
お
け
る
「
単
語
屈
折」
の
例。

ヨ白ロ
ヨ
白HH
S
自由ロロUY
ヨ
白ロ}M
OOL

H】}
mw
可

司]
白
uEw
ι

司一
向W
〕『
巾門

司一
回
uユ
ロ
旬

見込

『。ιι巾ロ
HE凶仏一回}回

見出凶ιu、

O
ド
イ
ツ
語
に
お
け
る
「
語
幹
屈
折」
の
例。

(F
n
y)

一
白
円
}回
品

(
由吋)

E
n
r・
8

(
2・」

}
白n
r・同

開巾・-
hw
n
r・円

。
日
本
語
の
単
語
の
語
形
変
化

日
本
語
の
動
詞、
形
容
詞
の
屈
折
(
活
用)
は、
「
語
幹
屈
折」
を
基
礎

と
す
る
と
考
え
ら
れ
る。
た
と
え
ば、
「
書
く」
と
い
う
動
詞
は、
文
中
の

職
能
に
応
じ
て、
次
の
よ
う
な
語
形
変
化
を
行
な
う。
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kak-i- (-masu) 
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kak-ô 

ま
た
「
起
きl
る」
と
い
う
動
詞
の
変
化
は
次
の
よ
う
で
あ
る。
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右の
よ
うに 、
それ
ぞれ
Er--
or?
の
よ
う
な
「語
幹」
が
土
台と

なっ
て 、
職
能に
応
ずる
語
形
変化
を
行な
う 。
なお 、
「
書く」
に
代
表

さ
れる
「母
音
音
素変
化型」
の
もの
と 、「
起
きる」
に
代表され
る
「る

れ
ろ
接尾型」 、
そ
れに 、
「する・
来る」
に
代表さ
れる
「
混
合型」
と

が
大
別される 。

「
形
容
詞」
も
「
語
幹
屈
折」
で
あるこ
とに
変わ
りは
ない 。

「形態素」 の 記 述 に ついて
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a
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a
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この
場
合 、
「語
幹」
は
「あか」
の
よ
うに

「自
由な
形態
素」
で
あ

る
こ
と
も
ある
が 、
「ふか」
は
そ
うでは
ない 。
日
本
語の
「
形
容
詞」

全
般に
つ
い
て
検討し
て
み
れば 、
「
語
幹」
の
部
分は
「付
属の
形態
素」

で
あ
るの
が
基
礎
的な
形で
あ
るこ
と
が
分か
る 。

日
本
語の
形
容
詞の
活
用の
型は
総括
的にい
え
ば
た
だ一
種で
あ
る

が 、
「
語
幹」
の
末尾の
母
音が
a 、i 、
u 、
o
のい
ずれで
あるか
を

基
準に
すれば 、
ア
イ
型
(
例 、
兵と) 、
イイ
型
(例 、
725 、
ウ
イ
型

(
例 、
5cc 、
オ
イ
型
(
例 、
号包)
の
四
穫に
区
分すること
もで
きる。

い
わ
ゆ
る
「
代名
詞」
の
類
||「コ
ソ
ア
ド

系」
の
語の
系
列も 、
こ

の
見
地から
見る
と 、
やは
り

「語
幹屈
折」
の一
一種を
な
す。
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a
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n
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叩
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叩
4

0

0

0

b

b

b
 

Au

d
JU
JU
Ju

d

 

ー

o

n

k
 

pu

匂M

a

a

 

a-re 

a-no 
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so-nna 

sO-CJra 
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so-o 
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o

n

n

c

'k
 

r
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r
r
r
r

 

k

k

k

k

k

k

 

即ち 、
ro
g白
白0
の
部分を
「
語
幹」
と
する
「語幹屈
折」
で
あ

る
が 、
80ro
だ
けは
体系か
らは
ずれてい
る 。

O日
本語の
「接
尾
形
式」
の
語
形変化

日
本
語の
「付
属形
式」
の
中で 、
ここ
で
取り
上げる
よ
うな

語
形
変

化が
問題に
な
る
のは 、「前後
援
形
式」
と
「
接尾
形
式」
のC
類 、
それ

か
ら
「接
尾
形
式」
の
B
類の一
部 、
お
よ
び
「自立
的接尾形
式」
B
類

で
あ
る 。
た
だ 、
「
前
後
援
形
式」へたと
えば
「(お
γ立ち」の
「立
ち」)

の
語
形
変化は
結
局
「
動
詞・
形容
詞」
の
活
用に
還
元される
し 、
「接

尾
形
式」
の
B
類の一
部(た
と
えば
「
手1ばな
す」
「ね』ぐ
るしい」)

も
同
様で
あるか
ら 、
こ
こ
で
直接
問題に
なるの
は 、
「接
尾
形
式」
C
類
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と、
「
自
立
的
接
尾形
式」
B
類の
「で
す」
「だ」
「らしい」
で
ある 。

その
うちで 、
「lる」
「1れ
る」「1ら
れる」
「lせ
る」
「ーさせ
る」
の

類は 、
基
本
的に
は
動
詞の「
起きる」
型と
問
類で
あ
り 、「ーない」「1た

い」
と
「自
立
性
接
尾
形
式」
B
類の
「ら
しい」
は 、
基
本
的に
は
「形

容
詞」
の
裂と
同
類で
ある 。
従っ
て
特殊
な活用の
型
を
持つ
のは
アま

す・ーで
す」
と
「lた・ーだ」
だ
けと
なる 。

た
だし
「ま
す」
「で
す」
の
変化は 、

o

 

u

 

ρL

 

JU

 
desy-ô 

o

 

fk

停D

u
e
-

-
-
-
VJ

 

-
ea
ge
e3

 

-
nu司
会U
2u

一
m
m
m

の
よ
うで
あるか
ら 、
動詞の
「
母
音
音
素変
化型」
と基
本
的に
は
等し

く 、
ただ
その
う
ちの二
形(三
形)
を
欠く
型だ
と
見るこ
と
が
で
きる 。

「た」
「だ」
はa

 
r「
同

a

a
 

，q
，a

 

na 

nar-a 

dar-ô 

と
う

霊五

形 一一
変化 一一-
字 ta(←-ω
.よ

す 一一
tar-a 

tar-ô 

制
前後の
音
声的
関係に
よ
る
語形
変化

ブル
l

今ィ
lル
トは 、

一
つ
の
言
語の
形
式(H「言
語
形
式」)
を 、
有意
味的に
整
頓する

こ
と
(同
Z
58ロ宮
札口-
RBロ間四日
gg
o町四O同自由)
が
「文
法」

(四
日
ロ回
目
立
を
形
作
る 。
(
第
十
章
。
g
g
HHH
2
5
こ0
5悶
悶
ペ
ー

ジ)

と
言っ
て 、
その
「整
頓」
の
方
法を
四つ
に
分けている 。
即ち 、

ω
順
序
(OEOH)
H「

合
成形
式」
の
成
分の
話され
る
順
位 。
同L
a--ロ同

と
は
言うが 、一口同・立
喜一
と
は
言わ
ない 、
など 。

ω
抑
揚(B
a己
主Oロ)H
「一一
次
音
素」
(88ロ
含門司
事ロロ
25)
の
使

用 。
(文
末の
イン
ト

ネーショ
ン
や 、
単語
のス
トレ

スの
使
用のこ

と)
ω
音
声的
変容
Groszn
g
a58
5ロ)
H「一

次音
素」
625R『

同】r
g
gdom)
の
上
の
変
化。
(
E
Z
E』Eh
r]
と
Ag
が
続くと

ιE
Z
は
Eohl]
と
変わり 、
全
体では
〔♂omg〕
と
な
る
な
ど) 。

削
選
択(
邑2
5口)
H「

言
語形
式」
の 、
職能に
応じた
結合の
仕方 。

ysnp白ロ円70『
などは
接辞12目
と
結合し
うる
が 、
rMロ開・
2ロ回一命同

などは
結合し
え
なレ 。
こ
うい
う

場合 、
両
類は
「構
成
要
素の
選
択の

仕
方を
異に
する」
と
言
う 。

以
上の
うち
形
態論
的に
も
問題に
なるの
は 、
ω
ω
ωで 、
この
論文

で
は
すでに
削の
観
点か
ら
「言
語
形
式」
を
種
種に
分
類し 、
その
さい

ωの
観
点
を
も
参
考に
し
た 。
ωの
「イン
ト

ネーショ
ン」
は
もし
扱う

と
すれば
「統
語論」
の
分
野で
あり 、
残りは 、
日
本語に
当て
は
め
れ

ば
「ア
クセ
ン
ト」

の
問
題に
な
るが 、
日
本
語の
ア
クセン
トは

すでに
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「形態素」 の 記 述 につい て

音
声
学
的、
音
韻
論
的
見
地
か
ら
十
分
に
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で、

今
後
改
め
て
形
態
論
的
見
地
か
ら
検
討
し
直
さ
れ
る
こ
と
は、
必
ず
し
も
必

要
で
は
な
い
で
あ
ろ
う(注初}O
(「
形
態
素」
の
連
接
の
き
い
の
ア
ク
セ
ン
ト

の
変
化
と
い
う
よ
う
な
問
題
も
か
な
り
扱
わ
れ
て
き
た。)
そ
こ
で、
以
下

に、
さ
し
あ
た
っ
て
取
り
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
ω
音
声
的
変
容
の
見
地

で
あ
る。

た
と
え
ば、
日
本
語
の、
東
京
語
を
含
む
関
東
方
言
な
ど
で
は、
「
そ
れ」

と
い
う
「
単
語」
に、
「
は
〔
唱釦]」
と
い
う
「
自
立
的
接
尾
形
式」
が
続
い

て
発
話
さ
れ
る
よ
う
な
場
合、
守
REu】
と
な
る
こ
と
が
あ
る。
こ
れ
が

「
音
声
的
変
容」
の一
例
で
あ
る
が、
「『
付
属
形
式』
を
含
む
構
造
の
分
析」

を
「
形
態
論」
と
す
る
以
上、
こ
の
よ
う
な
構
造
は
当
然
形
態
論
的
分
析
の

対
象
と
な
り
う
る。
ブ
ル
l

今
ィ
l
ル
ト
の
用
語
を
借
り
れ
ば、
こ
の
よ

う
な
場
合、
?
20]
お
よ
び

ワE]
は
一
独
立
形
式」
(釦
go
zg
同
2
5)

で、
〔凹OH
B・〕
は
「
連
声
形
式」
(
Eロι
El同OH
g)
で
あ
る。
な
お
ブ
ル
ー

今
ィ
ー
ル
ド
は、
た
と
え
ば
英
語
の
広
[MN](
独
立
形
式)
に
対
し
て、

』o
-g.回
目
色可
に
お
け
る
〔
む
な
ど
を
「
連
声
形
式」
と
認
め
て
い
る
が、

「
連
声
形
式」(
窓口
昏
巳o
EM)
の
E
E
E
の
原
義
が、
古
代
ヒ
ン
ズ
ー
文

法
家
に
発
す
る
も
の
で、
本
来、
向
司ロロ
吉岡
件。
常
任叩
へ
こ
緒
に
す
る)
を

意
味
し
て
い
た
と
す
れ
ば
(
ブ
ル
ー

今
ィ
ー
ル
ド
自
ら、
第
十
二
章

ω
ヨ
gH
m
ベ
l
ジ
の
脚
注
で
そ
う
述
べ
て
い
る
て
こ
の
よ
う
な
場
合
』D・

5が
全
体
を
』o
Z
と
肢
と
の
「
連
声
形
式」
と
見
た
方
が
適
切
で
は
な

い
か
と
思
う。
こ
こ
で
私
が
T
R
Vh】
の
全
体
を
「
連
声
形
式」
と
見
た

の
は
そ
の
た
め
で
あ
る。

形
態
論
的
に
も
問
題
と
な
る
も
う一
つ
の
「
音
声
的
変
容」
は、
「
弱
ま

り」
(
唱
groロ
宮伺)
で
あ
る。

ブ
ル
ー

今
ィ
ー
ル
ド
は
「
連
声」
と
「
弱
ま
り」
を
必
ず
し
も
平
行
的

に
は
扱っ
て
い
な
い
が、
「
強
め
の
な
い
単
語
や
音
節
の
母
音
が
『
弱
ま
っ

た』
(三
者
gr
g
a--)
形
で
現
わ
れ
る」
現
象
を
取
り
上
げ
て
お
り、
そ

れ
は
筋
肉
の
運
動
が
ル
l
ス
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
も
の
だ
と
し

て
い
る{注
50
具
体
的
に
は
音
素
の
脱
落
(-
8凹)、
取
り
か
え
(
EF
EH・

5
5ロ)
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
も
の
で
あ
る。
た
と
え
ば
動
詞
の
胃OH
a同

Z
3
4ユ
g〕
に
対
す
る、
な
84
5
己
は
脱
落
の
例
で、
名
詞
の
包
含
g

勺
包H
E〕
に
対
す
る
動
認
の
TdH
g〕
は
取
り
か
え
の
例
で
あ
る。
日
本

語
の
「
ぼ
く
の
だ」
↓「
ぼ
く
ん
だ」
の〔ロO]
↓〔ロ]
の
変
化
は、
母
音
門口〕

の
脱
落
で
あ
る
か
ら
こ
の
「
弱
ま
り」
の一
種
の
例
に
な
る。

従
来
の
国
語
学
で
は、
こ
の
「
連
声」
や
「
弱
ま
り」
の
問
題
は
「
音
韻

変
化・
音
韻
脱
落」
の
よ
う
な、
音
韻
論
上
の
問
題
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
が、
ブ
ル
ー

今
ィ
ー
ル
ド
流
に
い
え
ば、
こ
れ
ら
は
単
な
る

音
韻
変
化
で
な
く、
あ
く
ま
で
「
意
味
を
持
っ
た
音
声
形
式」
す
な
わ
ち

「
言
語
形
式」
ど
う
し
の
関
係
と
い
う
観
点
か
ら
見
ら
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ

る
か
ら、
文
法
論
上
の
問
題
と
し
て
扱
い
う
る。
そ
れ
が
「
単
語」
ど
う
し

の
連
接
の
さ
い
の
変
化
と
し
て
現
わ
れ
れ
ば
統
語
論
的
に
も
問
題
と
な
り
う

る
わ
け
で
あ
る。
彼
の
言
語
学
が
音
声
言
語
に
基
礎
を
置
く
と
い
う
特
徴

は、
こ
う
い
う
面
に
も
現
わ
れ
て
レ
る。

日
本
語
の
音
声
的
変
容、
特
に
連
声
現
象
に
は、
段
階
的
な
変
異
が
あ

り、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
ご
と
に
微
妙
な
意
味
の
差
を
反
映
し
う
る
の
で、
体

系
的
考
察
が
必
要
で
あ
る。
「
見
て
し
ま
う
↓
見
ち
ま
う
こ
段
連
声)
↓
見

ち
宇
う
(一一
段
違
声)」
た
だ
し、
こ
こ
で
は
紙
数
の
関
係
で
詳
細
に
は
述
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ぺ
ら
れ
な
い。第

四
章
ブ
ロ
ッ
ク
の
日
本
語
研
究
と
そ
の
批
判

「
第一
章
序
論」
の
「
四」
で
プ
ロ
ッ
ク
の
日
本
語
に
関
す
る
論
文
四
篇

の
名
前
を
挙
げ
た。
形
態
論
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は、
そ
の
中
の
ω
が
問

題
に
な
る
が、
与
え
ら
れ
た
紙
数
が
尽
き
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
詳
細
に
は

論
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い。
た
だ、
た
と
え
ば
ω
の
ゲ『-
2巴Oロ
の
論
文

で、
日
本
語
の
動
詞
を
「
母
音
動
詞」
守口
司
己
正吋r)、
「
子品自
動
詞」
(
8ロ・

5
E
2
2司σ)
に
二
分
し、
前
者
は
g
g・
2・
or
T
E
の
よ
う
に
「
語

幹」
(
g
括)
が
母
音
で
終
わ
る
も
の、
後
者
は
ヨ白HIE-
E円lc
の
よ
う
に

語
幹
が
子
音
で
終
わ
る
も
の
(
ほ
か
に
「
来
る・
為
る・
下
さ
る・
い
ら
っ

し
宇
る」
な
ど
を
「
不
規
則
動
詞」
(
宮
高
己
2
5
手)
と
す
る)
と
し
て

い
る
の
は
韮
空、
ブ
ル
ー

今
ィ
ー
ル
ド
の
「
語
幹
屈
折」
の
考
え
方
の
流

れ
を
汲
む
も
の
で、
十
分
参
考
に
な
る。
し
か
し、
こ
れ
ら
の
論
文
は
総
体

的
に
見
る
と
「
資
料
の
不
自
然
き」「
形
態
主
義
の
偏
重」「
考
察
の
不
徹
底」

な
ど
が
目
立
ち、
日
本
語
の
形
態
論
的
考
察
と
し
て
は
か
な
り
不
十
分
で
あ

る。
そ
う
い
う
点
の
批
判に
つ
い
て
は
ま
た
別
の
機
会
を
待ち
た
い 。

第
五
章

す

む

び

以
上、
プ
ル
l

今
ィ
i
ル
卜
の
分
析
法
の
紹
介、
そ
の
日
本
語へ
の
応

用
と
い
う
観
点
か
ら
私
見
を
述
べ
て
き
た。
た
だ
「
自
立
性
接
尾
形
式」
の

分
類
や
動
詞
の
語
形
変
化、
そ
の
ほ
か
連
声
変
化、
弱
ま
り
変
化
な
ど
に
つ

い
て
は
ま
だ
十
分
に
述
べ
切
れ
な
か
っ
た
点
も
あ
り、
今
後
な
お
考
究
し
て

ゆ
き
た
い。
ま
た
構
造
言
語
学
を
応
用
し
た
場
合、
全
体
と
し
て
形
態
主
義

に
走
り
す
ぎ、
内
容
の
面
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
は
し
な
い
か
と
い
う
批
判
も

ゐ
る
よ
う
だ
が、
従
来
日
本
文
訟
学
な
ど
の
主
流
的
な
考
え
方
に、
や
や
心

理
主
義
的
傾
向
が
強
す
ぎ
た
と
い
う
お
そ
れ
も
あ
る
の
で、
こ
こ
に
述べ
た

よ
う
な
立
場
か
ら、
特
に
形
態
論
的
手
順
を
吟
味
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る。

(
あ
と
が
き)
本
稿
を
草
す
る
に
あたっ
て
は 、
特
に
次
の
著
書・
治
文

か
ら 、
直
接 、
間
接
に
多
く
の
示
唆
を
受
げ
た 。
記
し
て
謝
意
を
表
す

る 。一 、
ブ
ル
ー

今ィ
ール
ド

著 、
高山
康
雄
訳
述
「
言
語(
上)
||

構
造
言

語
学
原
論」
昭
和三
十
四
年
四
月 、
研
究
社 。

二 、
服
部
四
郎
博
士
「
附
属
語
と
附
属
形
式」(「
言
話
学
の
方
法」
〔昭
和

三
十
五
年
十二
月 、
岩
波
書
庖]
所
収)

三 、
ナ
イ
ダ
著 、
郡
司
正
勝・
伊
東
正
共
訳
「
新
言
語
学
問
答」
昭
和三

十二
年
七
月 、
篠
崎
書
林 。

(一
九
六一
年一
O
月)

へ
注)
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た
と
え
ば 、
国
立
国
語
研
究
所
「
日
本
方
言
の
記
述
的
研
究」(
昭
M

-
口 、
明
治
容
院)
中 、
数
舗
の
論
文
は
音
韻・
文
法
の
記
述
に
さ
い

し
て
構
造一
言一
語
学
的
方
法
を
取
り
入
れ
て
い
る 。
な
お
服
部
四
郎
博
士

の
「
琉
球
語」
の
「
音
韻
体
系」
「
文
法」
の
記
述
も 、
構
造
言
語
学

的
方
法
の
応
用
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る 。
(
市
河三
喜・
服
部
四
郎
共

編
「
世
界
言
語
概
説
下」
〔昭
叩・
4、
研
究
社〕)

2
ア
メ
リ
カ
版
と
イ
ギ
リス

版
と
は
基
本
的
に
は
ほ
と
ん
変
わ
り
は
な

い
が 、
た
だ
イ
ギ
リス

版
で
は 、
ア
メ
リ
カ
版
の
ア
メ
リ
カ
ン・
イ
ン

グ
リッ
シュ
の
発
音
を 、
プ
リ
テ
ィ
ッ
シュ
・
イ
ン
グ
リッ
シュ
の
発

音
に
お
き
か
え
て
解
説
し
て
い
る
点
な
ど
が
お
も
な
速
い
で
あ
る 。

3
「
単
語」
と
い
う
術
語
の
定
穫
は 、
第
十
章
に
あ
る 。
本
稿
第二
章



「形 態 素 」 の 記 述 に つ い て

の
引
用
部
分
で
は
「
図 、
ω」
に
示
し
て
あ
る 。

'
ー

たかなか

4

同
は
ア
メ
リ
カ
英
語
の
「
高
中・
後
母
音」
(r一四「
2
5
三
g
尖

〈O
君。})
を
示
す 。

5

特
に
「
生
理
学」
を
も
加
え
て
い
る
の
は 、
人
体
の
生
理
的
状
況
が

完
全
に
近
い
ほ
ど
究
明
さ
れ
れ
ば 、
意
味
の
函
の
研
究
を
(
た
と
え
ば

あ
る
刺
激
に
対
し
て
ど
ん
な
反
応
を
示
す
か
と
い
う
よ
う
な
予
測
を
も

含
め
て)
推
進
さ
せ
う
る
と
プ
ル
ー

今
ィ
ー

ル
ド
が
考
え
て
い
る
た

め
で
あ
る 。

6

E
2
3
聞社。ロ
は
「
仮
定」
と
訳
さ
れ
る
け
れ
ど
も 、
そ
れ
は
あ
る

一
定
の
根
拠
に
も
と
づ
い
た
仮
説
で
あ
っ
て、
単
な
る
推
量
に
よ
る
も

の
で
は
な
い。

7
凹司叩巾nr・
5
s
g口口市
は
「
音
声
言
語
を
発
す
る
こ
と 、
お
よ
び
そ
の

結
果
生
じ
た
音
声」
と
い
う
意
味
で
あ
る 。

8

ソ
シ
ュ
l

ル
は
ラ
ン
グ
(
Fロ同
居)
が
言
語
学
の
真
正
の
対
象
だ
と

し
た
が 、
そ
の
ラ
ン
グ
は
大
脳
中
に
位
置
す
る
心
理
的
実
在
で
あ
る
と

い
う
か
ら 、
外
部
か
ら

観
察
で
き
な
い
わ
け
で
あ
る 。
従
っ
て、
そ
れ

を
言
語
学
の
研
究
対
象
と
し
た
点
に
難
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が 、
プ
ル

ー

今
ィ
ー

ル
ド
は
そ
の
よ
う
な
実
在
を
認
め
ず 、
上
の
よ
う
な
「
言

語
学
の
基
本
的
仮
定」
を
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て、
こ
の
関
門
を
切
り

抜
け
た 。
こ
こ
に
言
語
学
の
方
法
上
の
進
歩
が
見
ら
れ
る 。

9

A
が
「
冬」
と
言
い、
B
が
「
冬」
と
い
う 。
声
の
質
や
声
量
や
イ

ン
ト、不
l

シ
ョ
ン
そ
の
他
を
精
細
に
比
較
す
れ
ば 、
客
観
的
に
は
こ
の

二
つ
の
発
話
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る 。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
日
本
人
は

こ
れ
を
「
問
じ
単
語」
と
認
め
る 。
客
観
的
に
は
異
な
る
も
の
を
「
同

じ」
と
認
め
る
と
い
う
仮
定
に
立
っ
て、
は
じ
め
て
日
常
の
言
語
行
動

も
行
な
わ
れ
る
し 、
言
語
学
的
研
究
も
進
め
ら
れ
る
わ
げ
で
あ
る 。

叩

ス
ウ
ィ
l
ト

が
〉
者DHL
g出可
Z
L命『
古
色
白凹
白口
C
E
B白円。

一口
念
宮ロ
含ロ門
担ロ凹叩・ロロ止
と
言
っ
て
い
る
の
を
引
用
し 、
こ
の
説
に

学
ん
で 、
こ
と
に
挙
げ
た
よ
う
な
定
義
を
下
す
と
し
る
し
て
あ
る 。

(「
日
本
文
法
論」
百
ペ
ー

ジ 。)

日
「
直
接
成
分」
(
ヨ
ヨ
2ι
E
S
S
Et-c
gg)
に
つ
い
て
は
三
章
ω

の
中
の
「
四

、

ω
」

項
怠
照 。

ロ

プ
ル
ー

今
ィ
ー

ル
ド

著 、
勇
康
雄
氏
釈
述
「
言
語(
上)」(
研
究
社

英
語
学
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

ω 、
昭
和
制
年
4
月 、)
で
は 、
roロロ仏
問。円
ヨ

を
「
拘
束
形」
と
釈
し
て
い
る
(
問
書
川四
ペ
ー

ジ
な
ど) 。
こ
れ
は 、

や
は
り

他
の
「
言
語
形
式」
に
「
拘
束
さ
れ
る」(『ロロロι)
と
い
う
点

に
注
目
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う 。
と
の
拙
稿
で
は
服
部
四
郎
博
士
の
訳

語
に
従
っ
て
「
付
属
形
式」
と
す
る 。

日

橋
本
進
吉
博
士
若
「
国
籍
法
研
究」
(
昭
和
二
十
三
年 、
岩
波
書
庖)

中 、
「
国
語
法
要
説」
お
ペ
l

ジ 。

は

問 、
お
ぺ
l

ジ 。

日

ぽ民国岡市
第
十
章
二
節 o
m
ペ
ー

ジ 。

日

私
が
「
プ
ル
ー

今
ィ
ー

ル
ド

の
言
語
学
説

||
国
語
文
法
学へ
の

反
省
の
た
め
K

Ill」
(
昭
和
三
十一
年
九
月 、
「
弘
前
大
学
人
文
社
会

十
号」)
と
い
う
論
文
で
プ
ル
ー

今
ィ
ー

ル
ド

の
学
鋭
会
紹
介
し
た

時 、
あ
る
国
語
学
者
か
ら 、「
ブ
ル
ー

今
ィ
ー

ル
ド

の
単
語
の
定
義
は

客
観
的
の
よ
う
に
見
え
る
け
れ
ど
も 、
単
語
を
『
最
小
の
自
由
形
式』

と
す
る 、
そ
の
『
最
小
の』
と
い
う
考
え
方
に
は 、
な
お
主
観
的
要
因

が
は
い
り
込
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か」
と
い
う
主
旨
の
反
論
を
受
け

た 。
し
か
し
「
最
小
の」(
g
ZF
ヨロ
ヨ)
と
い
う
の
は 、
と
こ
で
は
「
他

の
『
自
由
形
式』
が
そ
の
要
素
と
し
て
は
い
っ
て
い
な
い、
即
ち
そ
れ

以
上
短
く

切
っ
て
は
話
さ
れ
な
い」
と
い
う
意
味
だ
か
ら 、
こ
の一
語

59 



で
主
制個
性
が
暴
露
さ
れ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い。

げ
「単
語」
を
「
最
小
の
自
由
形
式」
と
す
れ
ば 、
「
文」
や
「
文
節」

と
こ
こ
で
言っ
た
も
の
は 、
「
最
小で
な
い
自
由
形
式」
と
置
き
か
え

て
考
え
ら
れ
る 。

凶

プ
ル
ー

今
ィ
ー
ル
ド
の
「
統
語
論」
宏司ロ
gx)
の
定
義
は、
「
そ

の
直
接
成
分
が
付
属
形
式で
な
い
組
立」
(
Bロ2
225
5
5
4司znr

ロロロ0
0『
同
Z
』
5
5
包
E
S
noロ明
言ロ巾ロZ
2
mw
roロロ《片岡O司

自)
で

あ
る 。

四
日
本
語
な
ら「
花;か
ご」
の
よ
う
な
場
合 。
ブ
ル
ー

今ィ
ール
ド

は 、
「
単
語
が
他
の(
言
語)
形
式
に
よっ
て
中
断
さ
れ
る
と
と
が
な
い

と
い
う
原
則
は
ほ
と
ん
ど
普
遍
的
に
正
し
い」
(
第
十一
章
8ロ丹市ロ8・

G
3・
mペ

ー
と
と
言っ
て
い
る。
し
か
し
少
な
く
と
も
日
本
語
の

場
合
は 、
ア
ク
セ
ン
ト
ま
で
考
慮
に
入
れ
な
い
と 、
こ
の
原
則
の
適
用

に
は
問
題
が
残
り
そ
う
で
あ
る 。

加
た
だ
語
形
変
化
な
ど
の
認
定
の
場
合 、
厳
密
に
い
え
ば 、
音
素
は
変

わ
ら
な
くて
もア
クセ
ン
ト

が
変
わっ
た
だ
げ
で
も
語
形が
変
化
し
た

と
言い
う
る
の
で 、
そ
の
点
か
ら
は
ア
ク
セ
ン
ト

を
も
と
め
て
扱
う
こ

と
が
必
要
だ
と
も
考
え
ら
れ
る 。
前
項
の
注
mw
と
の
関
連
事
項
と
し
て

も 、
な
お
考
究
すべ
き
問
題
で
あ
る 。
た
だ
こ
の
論
文
で
は 、
一
応ア

ク
セ
ン
ト

を
捨
象
し
て
考
え
て
い
る。

幻
Hi
吉岡
E凹刊
の
七
章
ヨ
邑
5
8tcロ
(
変
容)
で 、
次
の
よ
う
に
言

っ
て
い
る。

英
語
で
は 、
強
め
の
な
い
単
語
お
よ
び
音
節
の
母
音
が
「弱
まっ

た」
会

者
gr
g
a =
形
式で
現
わ
れ
る
と
い
う
非
示
差
的
変
異

(ロOロ・ι
552ZO
〈白H320ロ)
が
あ
る 。
と
の
諸
母
音
は
ヨ
リ
長

さ
が
短
〈 、
筋
肉
は
ヨ
リ
ゆ
る
ん
で
形
成
さ
れ 、
声
は
時
に
つ
ぶ
や

き
声
に
ま
で
ゆ
る
め
ら
れ。

(
崎ペ

ー
ジ)

イプスキ
]

mμ
柴
図
武
氏
は 、
「
鹿
児
島
県
揖
宿
郡
頴
娃
町」
の
方
言
の
文
法
を
記

述
さ
れ
た
さ
い
に、
こ
の
方
言
の
動
詞
を
「母
音
動
詞
(語
幹
が
母
音

音
素
で
終
わ
る
も
の)」
「子
音
動
詞
(
語
幹
が
子
音
音
紫で
終
わ
る
も

の)」
に
二
分
さ
れた
が 、
こ
の
考え
方
は 、
プ
ロ
ッ
ク
の
見
方
と
共

通
性が
あ
る 。
た
だ
し
柴
図
氏
の
論
文
に
は 、
プ
ロ
ッ
ク
の
こ
と
は
ふ

れ
て
な
い
か
ら 、
そ
れ
と
は
独
立
に、
こ
う
い
う
考
え
方
に
到
達
さ
れ

た
の
か
も
知
れ
な
い。
(国
立
国
語
研
究
所
「
日
本
方
言
の
記
述
的
研

究」
〔
昭
和
担
年日
月 、
明
治
害
賠巴
悦
べ
l

ジ
以
下
空
問 。)

-1
静
岡
大
学
文理
学
部
助
教
授
||
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